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教育上の能力に関する事項

事項 年月日 概要

1 教育方法の実践例
1.オンデマンド配信授業、ライブ配信授業、対面授業 2020年9月〜現在 武庫川女子大学看護学部講義科目「小児看護学概論」

を組み合わせたハイブリッド型授業の展開 　 （専門科目、1年次配当、必修1単位）において、オン

　 　 デマンドで動画を配信し、確認用の小テストをGoogle

　 　 フォームを用いて実施した。その翌週に、ライブで講

　 　 義の質問への回答や前回のオンデマンドで配信した講

　 　 義動画のダイジェストを説明した。また、講義の後半

　 　 ではグループワークと対面授業を行い、遠隔授業で学

　 　 んだ内容をもとに学生間で討議を行った。

2.ライブ配信型授業で学生とともに考えながら展開す 2020年6月〜現在 武庫川女子大学看護学部講義科目「チャイルドデベ

る看護過程の実施 　 ロップメンタルアプローチ」（専門科目、3年次配当、

　 　 必修1単位）において、ライブ配信型授業で学生ととも

　 　 に考えながら疾患を有する小児の事例をもとに看護過

　 　 程を展開した。web上のルーレットを画面で共有しなが

　 　 ら、ルーレットであたった学生は考えや意見を述べな

　 　 がら、教員と全学生で一緒に看護過程を展開し、思考

　 　 過程について教授した。

3.オンデマンド動画配信とライブ配信によるハイブ 2020年4月〜現在 武庫川女子大学看護学部講義科目「疾病治療概論」

リッド型遠隔授業の実施 　 （専門科目、1年次配当、必修2単位）では、オンデマ

　 　 ンドで動画を配信し、その後、ライブで講義の質問へ

　 　 の回答や前回のオンデマンドで配信した講義動画のダ

　 　 イジェストを説明した。学生からはライブ配信があっ

　 　 たことで分かりやすかったと高評価であった。

4.国家試験としての災害看護学講義の実施 2019年10月〜現在 武庫川女子大学看護学部「災害看護学」（特別教育科

　 　 目、4年次配当）において、YouTubeの災害に関する動

　 　 画を用いながら、災害看護学の概要と国家試験で頻出

　 　 する問題の説明を行った。

5.ICTを活用したGoogle Classroomの小テストと講義動 2019年4月〜現在 武庫川女子大学看護学部講義科目「疾病治療概論」

画の視聴、予習課題の実施 　 （専門科目1年次配当、必修2単位）にて、毎回の講義

　 　 前に予習課題をしてから授業に参加し、講義後は

　 　 Google Classroomを使用して、スマートフォンまたは

　 　 パソコンから小テストとして国家試験の過去問を回答

　 　 することを実施している。また、補足の講義動画を

　 　 アップロードすることで、学生が授業時間外で視聴で

　 　 きるようにした。学生からは「予習をすることで授業

　 　 の理解がしやすかった」「小テストで復習して振り返

　 　 りができた」などの意見がみられた。

6.卒業演習でのICT（Google Classroom）を活用した指 2018年8月〜現在 武庫川女子大学看護学部演習科目「卒業演習」（専門

導 　 科目、4年次配当、必修2単位）では、ゼミでGoogle

　 　 Classroomを使用して、文献検討を行った。Google

　 　 Classroomに文献検討の課題をアップロードして、学生

　 　 は自宅のパソコンから課題を作成し、Google

　 　 Classroomにアップロードした。ゼミの前に教員がアッ

　 　 プロードされた資料を指導した後に印刷してゼミで配

　 　 布して授業を行った。

7.「看護研究方法」でのクリティークの実施 2018年4月〜現在 武庫川女子大学看護学部講義科目「看護研究方法」

　 　 （専門科目、4年次配当、必修2単位）では、量的研究

　 　 の講義で、学生は先行研究の論文を用いてグループ

　 　 ワークをしながらチェックリストに沿ってクリティー

　 　 クをし、全体で発表をした。

8.大学院修士課程「看護統計法」での統計ソフトEZRを 2018年4月〜現在 武庫川女子大学大学院看護学研究科修士課程1年次講義
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教育上の能力に関する事項

事項 年月日 概要

1 教育方法の実践例
使用した演習型授業の実施 　 科目「看護統計法」において、相関、ｔ検定、カイ2乗

　 　 検定の講義を行った。その後、無料統計ソフトEZRを大

　 　 学院生の各自のパソコンにインストールし、教員が書

　 　 いた研究論文とそのデータを大学院生へ提供し、論文

　 　 の結果と同じ値になるように分析の練習を演習形式で

　 　 実施した。

9.臨地実習でのカンファレンスの方法の講義と実践 2017年9月〜現在 武庫川女子大学看護学部演習科目「初期演習」（専門

　 　 科目、1年次配当、必修1単位）で実施した。

　 　 臨地実習でのカンファレンスの方法について講義を行

　 　 い、架空の事例である「高齢者へのペースメーカー」

　 　 について、事例の問題はどこにあるのか、看護師とし

　 　 てどのようにすればよいのかについて3〜4名グループに

　 　 分かられて30分間カンファレンスを行った。司会、書

　 　 記、発表者を決めて、カンファレンスの後にその話し

　 　 合った内容について発表をしてもらった。

10.アルバイトのプレゼンテーションの講義と実践、ス 2017年9月〜現在 武庫川女子大学看護学部演習科目「初期演習」（専門

マートフォンのクリッカーを使用した匿名他者から 　 科目、1年次配当、必修1単位）で実施した。

の評価の実施 　 パワーポイントを使用したプレゼンテーションの練習

　 　 と実践をするために、まずはスライドの作り方やプレ

　 　 ゼンテーションの基本について講義を行った。その

　 　 後、現在しているアルバイト毎のグループに分かれ

　 　 て、自身のアルバイトの紹介、やりがい、将来どのよ

　 　 うに役に立つかなどについてスライドを作成し、4分間

　 　 で発表した。発表を聞く学生は、スマートフォンで操

　 　 作するwebアプリの

　 　 クリッカー”Clica”を使用して、匿名での評価を行っ

　 　 た。学生はただ発表するだけでなく、他者からの評価

　 　 があるために、積極的に取り組むことができた。

11.上級生の看護学演習に参加 2017年9月〜現在 武庫川女子大学看護学部演習科目「初期演習」（専門

　 　 科目、1年次配当、必修1単位）で実施した。

　 　 看護学を学ぶことについての動機づけとして、1年生が

　 　 2年生の演習に参加し、見学した。小児のバイタルサイ

　 　 ン測定、点滴の刺入と固定、採血、など上級生が学ぶ

　 　 姿を見ることで、学習への動機が高まったという意見

　 　 が多くみられた。

12.レポートの書き方の講義と作成したレポートの他者 2017年9月〜現在 武庫川女子大学看護学部演習科目「初期演習」（専門

評価の実施 　 科目、1年次配当、必修1単位）で実施した。

　 　 レポートの書き方の基本について講義を行った。その

　 　 後、学生はレポート提出用チェックリストをもとに

　 　 「看護師はなぜ身だしなみを整えなければならないの

　 　 か」の課題についてレポートを作成した。提出された

　 　 レポートを匿名化し、レポート提出用チェックリスト

　 　 をもとに他の学生がレポートの評価を行い、後日その

　 　 評価を学生へ返却した。学生は、自身のレポートが他

　 　 者に読まれ評価される、評価するという経験からレ

　 　 ポートの書き方について深く学ぶことができた。

13.文章の書き方とまとめ方についての講義とピア評価 2017年4月1日〜現在 武庫川女子大学看護学部演習科目「初期演習」（専門

の実施 　 科目、1年次配当、必修1単位）で実施した。

　 　 情報を客観的にとらえてまとめる方法について学ぶた

　 　 めに前半は講義を行った。授業の後半では教員が絵本

　 　 の物語や「忘れられない看護エピソード」を朗読し、

　 　 学生はその内容について客観的に情報をまとめて感想

　 　 を書いた。感想は学生同士で交換してピア評価を行っ

　 　 た。学生からは「たくさん書けばよいというものでは

　 　 なく、必要なことを簡潔に書くことが大事だとわかっ

　 　 た」などの意見がみられた。

14.教員へのアポイントメントのとり方の講義とプレゼ 2017年4月1日〜現在 武庫川女子大学看護学部演習科目「初期演習」（専門

ンテーションの実施 　 科目、1年次配当、必修1単位）で実施した。

　 　 学生は教員へのメールの送り方、研究室訪問の方法、

　 　 インタビューの方法を講義を受け、その翌週に教員に
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教育上の能力に関する事項

事項 年月日 概要

1 教育方法の実践例
　 　 アポイントをとってインタビューをし、その内容を学

　 　 生全員の前でプレゼンテーションを行った。学生は

　 　 メールや訪問時のマナー、プレゼンテーションを実践

　 　 することができ、看護学部の教員についても知ること

　 　 ができ理解が深まった。

15.「大学生としての勉強方法」についてのプレゼン 2017年4月1日〜現在 武庫川女子大学看護学部演習科目「初期演習」（専門

テーションの実施 　 科目、1年次配当、必修1単位）で実施した。

　 　 学生は大学生の勉強の方法について書かれた資料を配

　 　 付され、翌週までにそれらの内容についてまとめたプ

　 　 レゼンテーション資料を作成して、4名1組のグループ

　 　 内でプレゼンテーションを行った。学生からは「高校

　 　 までの勉強方法では通用しないことが分かった」「丸

　 　 暗記ではなく、毎日の予習と復習が大事だ」などの意

　 　 見がみられた。

16.看護計画の展開（PBL）でのルーブリックを使用した 2017年4月1日〜現在 武庫川女子大学看護学部講義科目「チャイルド・デベ

他者評価の実施 　 ロップメンタル・アプローチ」（専門科目、3年次配

　 　 当、必修1単位）で実施した。事例を用いて小児の患者

　 　 と家族を対象とした看護過程の展開で、講義の最終回

　 　 に関連図、問題明確化、看護計画の立案を他のグルー

　 　 プが匿名で評価を行った。評価をする際には、ルーブ

　 　 リック形式の他者評価票を使用した。他のグループの

　 　 学生が理解できる内容とするために、具体的にどのよ

　 　 うな関連図、問題明確化、看護計画とする必要がある

　 　 のかを意識させながらグループワークを実施できた。

17.大学院博士課程「看護エビデンス特論」での対話型 2017年4月〜現在 武庫川女子大学大学院看護学研究科博士課程1年次講義

授業の実施 　 科目「看護エビデンス特論」において、デルファイ法

　 　 の概念と研究方法の実際についての講義の後、その応

　 　 用可能性について博士課程の大学院生と対話をしなが

　 　 ら深めていく授業を実施した。

18.事前課題としてのインターネット上の動画の視聴 2016年9月1日〜現在 武庫川女子大学看護学部講義科目「小児看護学Ⅱ」

　 　 （専門科目、2年次配当、必修1単位）で実施した。小

　 　 児の点滴固定の演習では、教員が制作した点滴固定の

　 　 動画をweb上にアップロードし、学生は事前課題として

　 　 動画を視聴して手順を図にまとめ、演習当日に実施す

　 　 る方法を取り入れた。学生からは「事前に動画を視聴

　 　 しておくことで具体的な手順がイメージできた」とい

　 　 う意見が多数みられた。

19.スマートフォンで撮影した動画で振り返りを行う小 2016年9月1日〜現在 武庫川女子大学看護学部講義科目「小児看護学Ⅱ」

児のバイタルサイン測定の実施 　 （専門科目、2年次配当、必修1単位）で実施した。小

　 　 児のバイタルサイン測定の演習では、測定時の学生の

　 　 表情や声かけが客観的に理解できるように、ベッド上

　 　 にスマートフォンのスタンドを置いて動画を撮影し

　 　 た。子どもがどのような視点でバイタルサインを測定

　 　 されているのか、学生はどのような表情で声かけをし

　 　 ているのかが分かり、学生からは「測定することで精

　 　 一杯で声かけが十分にできていなかった」「顔がこわ

　 　 ばっていたので、もっと笑顔が必要だった」という意

　 　 見があった。

20.患児の事例に合わせたおもちゃの制作 2016年9月1日〜現在 武庫川女子大学看護学部講義科目「小児看護学Ⅱ」

　 　 （専門科目、2年次配当、必修1単位）で実施した。遊

　 　 びと読み聞かせの演習では、6つの患児の事例から１つ

　 　 を選択し、患児に合わせたおもちゃを制作した。おも

　 　 ちゃは空き容器、ペットボトル、牛乳パックなどを使

　 　 用して低コストで作成できることを条件とした。学生

　 　 は、授業の時間内に工作を行い、完成したおもちゃの

　 　 写真をレポートに添付して、使用方法や作成の意図な

　 　 どを書き提出した。

21.スマートフォンで撮影した動画で振り返りを行う絵 2016年9月1日〜現在 武庫川女子大学看護学部講義科目「小児看護学Ⅱ」

本の読み聞かせの実施 　 （専門科目、2年次配当、必修1単位）で実施した。遊

　 　 びと読み聞かせの演習では、前回の講義で習った絵本
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教育上の能力に関する事項

事項 年月日 概要

1 教育方法の実践例
　 　 の読み聞かせの方法を実践するために学生間で絵本の

　 　 読み聞かせを行った。ただ読み聞かせをするだけで

　 　 は、自身がどのような声色、スピード、表情で読んで

　 　 いるのかが理解できないため、学生はスマートフォン

　 　 で動画を撮影し、自身で動画をみながら振り返り感想

　 　 を書いた。学生からは「思っていたよりも早口で読ん

　 　 でいたので、気をつけたい」「読むことに集中してい

　 　 て表情が硬かった」などの意見がみられた。

22.看護計画の展開（PBL）でのプレゼンテーションの実 2016年9月1日〜現在 武庫川女子大学看護学部講義科目「小児看護学Ⅱ」

施 　 （専門科目、2年次配当、必修1単位）、「チャイル

　 　 ド・デベロップメンタル・アプローチ」（専門科目、

　 　 3年次配当、必修1単位）で実施した。小児の患者と家

　 　 族を対象とした看護過程の展開では、グループワーク

　 　 でまとめた関連図、問題明確化、看護計画の立案につ

　 　 いて、学生がプレゼンテーションを行った。時間が限

　 　 られているため、発表するグループは当日のくじで決

　 　 定した。プレゼンテーション10分、質疑応答5分とし

　 　 て、発表が当たらなかったグループも司会やタイム

　 　 キーパー、質問をするようにした。

23.自己評価ルーブリックを使用した看護計画の展開 2016年9月1日〜現在 武庫川女子大学看護学部講義科目「小児看護学Ⅱ」

（PBL）の実施 　 （専門科目、2年次配当、必修1単位）、「チャイル

　 　 ド・デベロップメンタル・アプローチ」（専門科目、

　 　 3年次配当、必修1単位）で実施した。小児の患者と家

　 　 族を対象とした看護過程の展開をする際に自己評価

　 　 ルーブリックを使用した。グループワークの各回の振

　 　 り返りとしての自己評価をする際に、ルーブリックで

　 　 望ましい学習習熟度を具体的に示した。このことで、

　 　 学生は毎回の授業でどのように取り組めばより高評価

　 　 になるかが具体的に理解でき、教員との共通理解を深

　 　 めることができた。

24.ジグソー法を取り入れた看護過程の展開（PBL）の実 2016年9月1日〜現在 武庫川女子大学看護学部講義科目「小児看護学Ⅱ」

施 　 （専門科目、2年次配当、必修1単位）、「チャイル

　 　 ド・デベロップメンタル・アプローチ」（専門科目、

　 　 3年次配当、必修1単位）で実施した。小児の患者と家

　 　 族を対象とした看護過程の展開の際にジグソー法を取

　 　 り入れた。4名1グループの編成となり、学生は4つのア

　 　 セスメントをそれぞれ担当する。担当したアセスメン

　 　 ト同士の学生で集まり、エキスパートグループでグ

　 　 ループワークをしてアセスメントをまとめる。もとの

　 　 ジグソーグループに戻って自身が担当したアセスメン

　 　 トついて他のメンバーへプレゼンテーションをする。

　 　 4つのアセスメントを統合させて相談しながらグループ

　 　 ワークを進めて、関連図の作成、問題明確化、看護計

　 　 画の立案をする。4名1グループと少人数制にすること

　 　 で全員が参加でき、担当があることで学生各自が責任

　 　 を持ってグループワークを実施している。

25.兵庫県看護協会専任教員養成講習会「看護研究」で 2016年6月〜現在 兵庫県看護協会専任教員養成講習会での「看護研究」

のインタビューの実施 　 の授業において、質的研究のデザインの講義では、半

　 　 構成面接を理解してもらうために、実際にグループ間

　 　 でインタビューを行い、観察者はインタビューの良

　 　 かった点と改善点についてコメントをした。

26.兵庫県看護協会専任教員養成講習会「看護研究」で 2016年6月〜現在 兵庫県看護協会専任教員養成講習会での「看護研究」

のクリティークの実施 　 の授業において、量的研究のデザインの講義では、受

　 　 講者は先行研究の論文を用いてグループワークをしな

　 　 がらチェックリストに沿ってクリティークをし、全体

　 　 で発表をした。

27.ミニッツペーパーを用いた双方向の授業 2016年4月1日〜現在 武庫川女子大学看護学部講義科目「小児看護学Ⅰ」

　 　 （専門科目、2年次配当、必修2単位）、「小児看護学

　 　 Ⅱ」（専門科目、2年次配当、必修1単位）において実

　 　 施した。毎回の講義の最後に、学生はミニッツペー
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教育上の能力に関する事項

事項 年月日 概要

1 教育方法の実践例
　 　 パーを書き提出した。ミニッツペーパーには、今日の

　 　 講義で学んだこと、感想、質問を書いてもらった。提

　 　 出されたミニッツペーパーの内容を読むことで、学生

　 　 は講義のどのような内容に興味をもったのか、また難

　 　 しいと感じたポイントはどこなのかがよく理解でき

　 　 た。また、質問が書かれた際には次回の講義で回答し

　 　 た。このようにすることで、教員からの一方向的な授

　 　 業ではなく、学生からの反応にフィードバックできる

　 　 双方向の授業ができている。

28.自己学習票を持込み可とした小テストの実施 2016年4月〜現在 武庫川女子大学看護学部講義科目「小児看護学Ⅰ」

　 　 （専門科目、2年次配当、必修2単位）、「小児看護学

　 　 Ⅱ」（専門科目、2年次配当、必修1単位）において実

　 　 施した。講義の最後に毎回小テストを実施した。問題

　 　 は前回の講義内容より、看護師国家試験の過去問を2、

　 　 3問出題した。小テストは、前回の講義後に配布された

　 　 自己学習票（A5サイズで左半分の10cm×10cmの枠内の

　 　 み書き込み可）の持ち込みを可とした。自己学習票の

　 　 持ち込みをするには講義が終わってから書き込まなく

　 　 てはならないため、学生に復習の習慣をつけることが

　 　 できた。小テスト後に、教員が問題の解説を行い、学

　 　 生が自己採点をした。「講義で聴く」「講義後にテキ

　 　 ストを見直す」「自己学習票にまとめる」「小テスト

　 　 中にまとめた内容を読む」「小テストの解説を聴く」

　 　 「定期試験前に復習する」と最低6回は反復して学習が

　 　 できた。これまでに前回の講義を欠席した学生を除い

　 　 て、自己学習票を白紙の状態で提出した学生はおら

　 　 ず、講義内容の復習につながっている。

29.統合看護実習における学生自身の実習目標の設定と 2012年10月〜2015年3月 兵庫医療大学看護学部実習科目「統合看護学実習」

プレゼンテーション 　 （専門科目、4年次配当、必修3単位）において実践し

　 　 た。教員があらかじめ作成した実習目標を達成するた

　 　 めに実習するのではなく、学生はこれまでに経験した

　 　 実習をもとに自身の実習目標を考え、関連する文献で

　 　 の自己学習を行った。病院実習の前に、学生は自身の

　 　 実習目標についてスライドを作成し、実習グループ内

　 　 でプレゼンテーションを行った。また、実習後にどこ

　 　 まで達成できたかを実習で学んだこととともにプレゼ

　 　 ンテーションを行った。

30.ビデオ撮影によるリフレクションの活用 2012年9月〜2015年3月 兵庫医療大学看護学部実習科目「小児看護学実習」

　 　 （専門科目、3、4年次配当、必修2単位）において実践

　 　 した。実習前の技術演習では小児のバイタルサインを

　 　 測定する際の学生自身の様子を他者の視点から見られ

　 　 るように、パソコンとビデオカメラを連動させて簡便

　 　 に録画と視聴ができるシステムを作成して活用してい

　 　 る。学生からは「自身がどのような表情で子どもと接

　 　 しているのかがわかった」「声かけができているのか

　 　 について省みることができた」という意見があり、効

　 　 果がみられた。

31.文献検索の指導用に複数のキーボードとマウスを接 2011年5月〜現在 兵庫医療大学大学院看護学研究科（修士課程）演習科

続したパソコンの活用 　 目「小児看護学演習」（専門科目、1年次配当、必修2

　 　 単位）において実践した。医学中央雑誌、Medline、

　 　 CINAHLを用いて、小児看護に関連する文献検索の方法

　 　 を指導する際に、1台のパソコンに受講者数分のキー

　 　 ボードとマウスを接続した機材を使用することで、教

　 　 員と院生が同じ画面を見ながら、院生も適宜パソコン

　 　 を操作して文献検索の方法を習得できるように工夫を

　 　 している。

32.講義資料のダウンロードができるウェブサイトの活 2011年4月〜2015年3月 兵庫医療大学看護学部演習科目「小児看護援助論」

用 　 （専門科目、3年次配当、必修2単位）において実践し

　 　 た。家族支援看護学のウェブサイトを作成し、サイト

　 　 内に本学の学生のみがアクセスできるページを作成し
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教育上の能力に関する事項

事項 年月日 概要

1 教育方法の実践例
　 　 た。学生の学習効果を高めるために、講義の復習の際

　 　 に活用しやすいようインターネット経由で講義資料お

　 　 よび参考資料、動画をダウンロードして閲覧できるよ

　 　 うにしている。

33.ルーブリック評価表を用いた実習の評価 2010年10月〜現在 武庫川女子大学看護学部実習科目「小児看護学実習」

　 　 （専門科目、3年次4年次配当、必修2単位）、兵庫医療

　 　 大学看護学部実習科目「小児看護学実習」（専門科

　 　 目、3年次4年次配当、必修2単位）において、学生の実

　 　 習内容の評価を行うための指標として、ルーブリック

　 　 評価表を作成した。これを用いることで、教員間での

　 　 公平な評価が可能となり、指導のポイントの明確化も

　 　 できた。教員間での点数の検討をする時間の短縮がで

　 　 き、効果がみられた。また、Microsoft EXCELを用いて

　 　 クリックするだけで採点ができるプログラムを導入

　 　 し、採点の自動化を図った。

34.実習期間中のリフレクションの実施 2010年4月〜2015年3月 兵庫医療大学看護学部実習科目「小児看護学実習」

　 　 （専門科目、3年次4年次配当、必修2単位）において、

　 　 学生の実習が3年生の3月で前半が終わった段階で、こ

　 　 れまでの実習の振り返りとしてリフレクションを実施

　 　 した。それらを卒業時の到達目標と照らしあわせてど

　 　 こまで達成できたか、到達できてない項目は今後どう

　 　 やって到達していくかについて、グルーワークを行

　 　 い、学生間でプレゼンテーションを行った。学生は後

　 　 半の4年生の実習での課題が明確となり、「実習のやり

　 　 がいができてきた」「自分の改善点が見えてきた」な

　 　 どのコメントが多くみられた。

35.講義の配布資料の工夫 2009年4月〜現在 兵庫医療大学看護学部演習科目「小児看護学概論」

　 　 （専門科目、2年次配当、必修2単位）、「小児看護援

　 　 助論」（専門科目、3年次配当、必修2単位）、武庫川

　 　 女子大学看護学部講義科目「小児看護学Ⅰ」（専門科

　 　 目、2年次配当、必修2単位）、「小児看護学Ⅱ」（専

　 　 門科目、2年次配当、必修1単位）において実施した。

　 　 学生への配布資料はパワーポイントのスライドを元に

　 　 作成し、重要な用語については穴抜きとした。学生は

　 　 講義を聞きながら穴抜きの箇所を記入しなければなら

　 　 ないため、集中力を途切れさせずに講義を聞くことが

　 　 できる。学生は記入する箇所が多く過ぎると、記入す

　 　 ることばかりに集中してしまうため、各スライドに1、

　 　 2箇所のみ穴抜きとした。学生からは「眠くならず集中

　 　 できた」というコメントが多くみられた。

36.離乳食の試食 2009年4月〜現在 兵庫医療大学看護学部演習科目「小児看護援助論」

　 　 （専門科目、3年次配当、必修2単位）武庫川女子大学

　 　 看護学部講義科目「小児看護学Ⅱ」（専門科目、2年次

　 　 配当、必修1単位）で実施した。離乳食、調乳の演習で

　 　 は、発達段階ごとの離乳食の特徴やその違いについて

　 　 理解を深めるために、学生が実際に離乳食を試食して

　 　 いる。演習後のレポートでは、講義だけでは理解し得

　 　 ない味や食感を体験できたことで、離乳食についての

　 　 関心や理解が深まったという記述が多く見られた。

37.視聴覚教材を用いた教育実践 2009年4月〜現在 兵庫医療大学看護学部演習科目「小児看護学概論」

　 　 （専門科目、2年次配当、必修2単位）、「小児看護援

　 　 助論」（専門科目、3年次配当、必修2単位）、武庫川

　 　 女子大学看護学部講義科目「小児看護学Ⅰ」（専門科

　 　 目、2年次配当、必修2単位）、「小児看護学Ⅱ」（専

　 　 門科目、2年次配当、必修1単位）において実施した。

　 　 講義では小児の健康障害とその看護について理解する

　 　 ことを目的としている。そこで、小児の疾患の症状や

　 　 それに対する看護援助の方法について、写真や動画を

　 　 用いて学生が視覚から理解しやすいように工夫をして

　 　 講義を行った。その結果、「講義は写真や動画を見る
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教育上の能力に関する事項

事項 年月日 概要

1 教育方法の実践例
　 　 機会が多く、視覚的に理解がしやすかった」という意

　 　 見が多数みられた。

38.PBL形式を用いたグループワークによる看護過程の展 2009年4月〜2015年3月 兵庫医療大学看護学部演習科目「小児看護援助論」

開 　 （専門科目、3年次配当、必修2単位）において実践し

　 　 た。健康障害を有する小児の事例について紹介し、学

　 　 生に看護過程を展開させている。学生を5、6名のグ

　 　 ループに分けてPBL形式のグループワークを行わせるこ

　 　 とで、問題の明確化と援助計画立案について主体的に

　 　 取り組むことができている。また、他のグループの学

　 　 生の前で、実施した看護過程について発表をさせてお

　 　 り、プレゼンテーション能力の向上にもつながってい

　 　 る。

2 作成した教科書、教材
1.小児の転倒・転落防止ビデオ 2012年5月 兵庫医療大学看護学部演習科目「小児看護援助論」

　 　 （専門科目、3年次配当、必修2単位）において実践し

　 　 た。事故防止の講義では、学生が小児の転倒・転落に

　 　 ついて理解を深め、防止行動がとれるように転倒・転

　 　 落防止ビデオを作成し、講義で使用している。ビデオ

　 　 は1.転倒・転落事故の概要について、2.転落の防止に

　 　 ついて、3.転倒の防止について、から構成されてい

　 　 る。小児看護学実習では、これまでに学生の受け持ち

　 　 中の転倒・転落事故は発生していないため、ビデオは

　 　 学生の理解を高めることに有効であると考える。

2.小児看護学実習実習要項 2009年10月 兵庫医療大学看護学部実習科目「小児看護学実習」

　 　 （専門科目、3、4年次配当、必修2単位）において実践

　 　 した。学生の実習が円滑に進むために、実習目的、実

　 　 習目標、実習のスケジュール、実習の展開方法、提出

　 　 物、記録の様式、から構成される実習要項を作成し

　 　 た。実習要項をもとに実習前にオリエンテーションを

　 　 行うことで、学生は実習の具体的な展開が理解でき、

　 　 不安なく実習を進めることができた。また、記録につ

　 　 いてももれなく提出することができた。

3.家族支援看護学学内演習要項 2009年4月 兵庫医療大学看護学部演習科目「小児看護援助論」

　 　 （専門科目、3年次配当、必修2単位）において実践し

　 　 た。学内演習では「小児の身体計測」「小児のバイタ

　 　 ルサインの測定」「小児の点滴の固定方法」について

　 　 行っている。効果的に演習ができるように自己チェッ

　 　 ク型の演習要項を作成し、ペアの学生同士で適切に実

　 　 施できているかのチェックを行わせている。学生は事

　 　 前学習を行ってから演習に臨むことができており、演

　 　 習では主体的に取り組むことができている。

3 実務の経験を有する者についての特記事項
1.オンデマンドセミナー：今どきの学生から主体性を 2021年5月 　

引き出す授業展開の工夫　 　 　

2.セミナー：テーマ探しから発表方法までを噛み砕い 2020年2月 　

てわかりやすく！具体的な悩みに焦点を合わせた看 　 　

護研究の進め方（大阪） 　 　

3.セミナー：テーマ探しから発表方法までを噛み砕い 2019年12月 　

てわかりやすく！具体的な悩みに焦点を合わせた看 　 　

護研究の進め方（名古屋） 　 　

4.岩手県看護協会 看護教員スキルアップ研修 2019年7月23日 看護専門学校の教員を対象に、ジグソー法を取り入れ

　 　 たアクティブラーニングと学生が集中できる講義・演

　 　 習の工夫について講義を行った。

5.セミナー：今どきの学生から主体性を引き出す授業 2019年5月19日 看護大学の教員、看護専門学校の教員を対象に授業展

展開の工夫（大阪市） 　 開の工夫に関するセミナーを実施した。講義での集中

　 　 力を持続させるための工夫、スマホを使用した演習、

　 　 ジグソー法を取り入れたアクティブラーニング、看護

　 　 過程の展開について講義をした。

6.セミナー：今どきの学生から主体性を引き出す授業 2019年3月9日 看護大学の教員、看護専門学校の教員を対象に授業展

展開の工夫（東京都） 　 開の工夫に関するセミナーを実施した。講義での集中
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教育上の能力に関する事項

事項 年月日 概要

3 実務の経験を有する者についての特記事項
　 　 力を持続させるための工夫、スマホを使用した演習、

　 　 ジグソー法を取り入れたアクティブラーニング、看護

　 　 過程の展開について講義をした。

7.セミナー：今どきの学生から主体性を引き出す授業 2019年2月3日 看護大学の教員、看護専門学校の教員を対象に授業展

展開の工夫（福岡県博多市） 　 開の工夫に関するセミナーを実施した。講義での集中

　 　 力を持続させるための工夫、スマホを使用した演習、

　 　 ジグソー法を取り入れたアクティブラーニング、看護

　 　 過程の展開について講義をした。

8.第31回日本看護研究学会近畿北陸地方会の示説での 2018年3月 学会での4件の示説発表の座長を務めた。

座長 　 　

9.第47回日本看護学会：慢性看護の口演の座長 2017年9月 学会での4件の口演発表の座長を務めた。

10.大学院博士後期課程における主指導および副指導の 2017年4月〜現在 武庫川女子大学大学院博士後期課程において、大学院

担当 　 生の博士論文の主指導および副指導を担当している。

11.大学院修士課程における主指導および副指導の担当 2015年4月〜現在 武庫川女子大学大学院修士課程において、大学院生の

　 　 修士論文の主指導および副指導を担当している。

4 その他
1.武庫川女子大学看護学ジャーナル編集委員長 2020年4月〜現在 武庫川女子大学において、武庫川女子大学看護学

　 　 ジャーナルの編集委員長を務めた。

2.武庫川女子大学研究倫理委員 2020年4月〜現在 武庫川女子大学において研究倫理委員を務めた。

3.武庫川女子大学教務委員、看護学科教務委員長 2018年4月1日2020年3月30日 武庫川女子大学において教務委員、および看護学科で

　 　 の教務委員長を務めた。

4.看護学科カリキュラム検討担当 2018年4月〜現在 武庫川女子大学看護学科でのカリキュラム検討担当を

　 　 務める。

5.武庫川女子大学附属中学校・高等学校スーパーサイ 2017年4月から現在 附属中学校・高等学校スーパーサイエンスの高校2年生

エンス　科学演習実験Ⅱ 　 の生徒を対象に科学演習実験Ⅱの授業として「子ども

　 　 の循環・呼吸の不思議」の講義と演習を行っている。

6.「より良い授業方法の工夫と実践」に取り組む教員 2016年8月 平成28年度前期の担当科目「小児看護学Ⅰ」において

への奨励制度の受賞 　 「より良い授業方法の工夫と実践」に取り組む教員へ

　 　 の奨励制度において学長より表彰された。

　 　 講義では自己学習票の持込を可とした看護師国家試験

　 　 の過去問の小テストを毎回実施しており、復習の習慣

　 　 づけや国家試験対策に貢献している。

7.武庫川女子大学　看護学部臨地実習委員 2016年4月〜2018年3月 武庫川女子大学看護学科での臨地実習委員を務めた。

8.武庫川女子大学「朝小サマースクール」 2015年8月〜現在 小学生を対象とした講習会を開講し、手洗いの必要性

　 　 の教育と手洗い方法の指導、心臓の働きに関する授業

　 　 を行った。

9.武庫川女子大学　広報入試委員 2015年4月〜2017年3月 大学の広報活動および入試業務に関する委員を務めて

　 　 いる。

10.兵庫医療大学　情報センター運営委員 2014年4月〜2015年3月 大学内の情報管理およびコンピューターの管理に関す

　 　 る委員を務めた。

11.大阪大学平成25年度保健学専攻優秀論文賞（大学院 2014年2月 博士課程で研究し、Japan Journal of Nursing

生の部） 　 Scienceへ投稿した論文「Pediatric falls: effect

　 　 of prevention measures and chaacteristics of

　 　 pediatric wards」が優秀論文賞を受賞した。

12.兵庫医療大学　実習部会 2012年4月〜2015年3月 看護学部の病院間での実習の調整を行う実習部会のメ

　 　 ンバーを小児看護学分野代表として務めた。

職務上の実績に関する事項

事項 年月日 概要

1 資格、免許
1.３学会合同呼吸療法認定士資格取得（登録番号：第 2002年12月 　

031052号） 　 　

2.看護師免許取得（登録番号：第20879号） 1999年3月 　

2 特許等
　

3 実務の経験を有する者についての特記事項
1.学会誌に掲載される論文を！ －編集委員会が蓄積し 2024年7月 日本小児看護学会第34回学術集会テーマセッション

た論文掲載の1歩－ 　 平林優子、小川純子、有田直子、新家一輝、鈴木千

　 　 衣、横山由美、西垣佳織、山村美枝、杉浦太一、小泉

　 　 麗、藤田優一、川田悠介、小林睦
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職務上の実績に関する事項

事項 年月日 概要

3 実務の経験を有する者についての特記事項
2.国際学会デビューまでの道のり：発表しよう！質問 2024年7月 日本小児看護学会第34回学術集会テーマセッション

しよう！ そのための準備とは？ドキドキ体験談とコ 　 本田順子、加藤令子、金泉志保美、池田真理、入江

ツ 　 亘、福井美苗、藤田優一、名古屋祐子、古藤雄大

3.三重県看護教員継続研修講師「学生をやる気にさせ 2023年12月 　

る授業展開」 　 　

4.兵庫県看護協会【研修会】看護研究はじめの一歩 2023年12月 　

5.【研修会】オンライン研修「海外の最新の研究にふ 2023年11月 日本小児看護学会国際交流委員にて研修会を実施し

れよう！」の講演会講師 　 た。

6.日本小児看護学会オンライン研修「海外の最新の研 2023年11月 　

究にふれよう！」の講演会講師 　 　

7.ヴェクソンインターナショナル株式会社ジェネラリ 2023年8月 　

ストの為の S-QUE クリニカルラダー別研修講師 大 　 　

阪労災病院 個別研究指導、研究発表講評、研修会講 　 　

師 　 　

8.日総研オンデマンドセミナー「今どきの学生から主 2023年5月 　

体性を引き出す授業展開の工夫」 　 　

9.【研修会】最近の学生の傾向をふまえたアクティブ 2022年12月 姫路大学にてオンライン研修会を行った。

ラーニングの方法 　 　

10.【研修会】看護研究はじめの一歩 2022年12月 兵庫県看護協会において協会員を対象に看護研究に関

　 　 する研修会を行った。

11.【研修会】国際交流委員会 海外の小児看護領域APN 2022年11月 日本小児看護学会国際交流委員にて研修会を実施し

（CNS、NP、DNP）の教育が目指すもの‐コンピテン 　 た。

シーに焦点を当てて‐ 　 　

12.【セミナー】主体性を育む授業設計の工夫 2022年8月24日 那覇看護専門学校の教員を対象にZoomにて授業方法に

　 　 関するセミナーを実施した。

13.【テーマセッション】日本に在住されている海外の 2022年7月 第32回日本小児看護学会学術集会において、国際交流

こどもへのケアの現状 　 委員会のテーマセッションを実施した

14.【研修会】看護研究におけるデルファイ法の活用と 2022年6月 青山学院大学 抱井尚子先生の科研プロジェクト「看護

調査手順 　 研究における混合研究法教育用ガイドブックの開発と

　 　 ｅラーニングの構築」において研修会を行った

15.武庫川団地での外国人を対象とした健康相談、育児 2022年2月〜 　

相談 　 　

16.【研修会】看護研究はじめの一歩 2022年2月 兵庫県看護協会において協会員を対象に看護研究に関

　 　 する研修会を行った。

17.学習支援ボランティア「ふでばこ」への参加 2021年11月〜 外国にルーツを持つ子どもたちへの学習支援ボラン

　 　 ティア「ふでばこ」に参加している。

18.西宮市保健所業務支援活動 2021年8月2022年2月 西宮市の保健所にて、新型コロナウイルス感染者への

　 　 積極的疫学調査、安否確認の電話対応の支援活動を

　 　 行った。

19.武庫川女子大学看護学部広報入試委員長 2021年4月〜2023年3月 　

20.武庫川女子大学研究倫理委員 2020年4月〜2023年3月 　

21.武庫川女子大学看護学ジャーナル編集委員長 2020年4月〜2021年3月 　

22.武庫川女子大学看護学部FD「ICT活用と著作権の基礎 2018年8月21日 武庫川女子大学看護学部FDにおいて看護学部の教員を

知識」 　 対象に「ICT活用と著作権の基礎知識」についての講義

　 　 を行った。

23.武庫川女子大学看護学部教務委員長 2018年4月〜2020年3月 　

24.大阪労災病院の看護師への研究指導 2017年11月〜現在に至る 大阪労災病院の看護師が実施している看護研究の定期

　 　 的な指導と研究発表会の講評を行っている。

25.兵庫県看護協会専任教員養成講習会「看護研究」の 2016年7月から現在 兵庫県看護協会専任教員養成講習会での「看護研究」

講義 　 の授業において、「1.看護学における研究の意義、リ

　 　 サーチクエスチョン」「2.研究における倫理

　 　 3.研究の方法：量的研究」「4.研究の方法：質的研

　 　 究」「5.研究計画書の書き方」「6. 質問紙の作り方」

　 　 の講義を担当した。

26.高校生への看護学の模擬授業 2015年11月〜現在 仁川学院高校、上宮高校、池田高校、須磨友が丘高

　 　 校、梅花高校、宝塚高校の生徒へ、大学の看護学部で

　 　 はどのようなことを学ぶのか、看護学部にはどのよう

　 　 な特徴があるのか、看護師の仕事、バイタルサインの

　 　 意味、バイタルサインの測定方法について模擬授業を

　 　 行った。
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職務上の実績に関する事項

事項 年月日 概要

3 実務の経験を有する者についての特記事項
27.武庫川女子大学看護学部広報入試委員長 2015年4月〜2017年3月 　

28.病院に勤務する看護師との共同研究の指導 2014年5月〜現在 兵庫医科大学病院の小児病棟に勤務する看護師らとと

　 　 もに共同研究を行った。看護師が現場で問題と感じて

　 　 いることからリサーチクエスションを明らかにし、実

　 　 行可能な調査方法の選択、分析方法、まとめ方の指導

　 　 を行った。それらの成果については第25回日本小児看

　 　 護学会学術集会にて「小児病棟に勤務する看護師が摂

　 　 食障害の患児に陰性感情を抱いた経験とその対処行

　 　 動」として学会発表を行った。

29.兵庫医療大学 平成23年度「まちの寺子屋師範塾」 2013年12月 子どもの発達・健康・食生活などの子育て支援に関す

　 　 る講座の一環として、家庭で発生しやすい事故とその

　 　 防止方法について講義を行った。

30.チャイルドケアミーティング 2013年2月〜現在 兵庫医科大学病院を主とした阪神間の病院の看護職と

　 　 兵庫医療大学および武庫川女子大学の教員で、健康障

　 　 害を有する小児の事例検討および看護職への講義を

　 　 行っている。

31.兵庫医療大学　公開講座「孫育て教室」 2010年10月 祖父母を対象とした公開講座「孫育て教室」にて、家

　 　 庭での事故防止について講義を行った。

32.関西子どものケア研究会 2009年3月〜2013年2月 関西圏の小児病棟に勤務する看護師と関西圏の大学教

　 　 員が共同で、健康障害を有する子どもの事例検討を通

　 　 して、アセスメントの方法や望ましい対応方法につい

　 　 ての理解を深めるための検討会を行った。

33.兵庫県立こども病院　記録委員 2004年4月〜2006年3月 兵庫県立こども病院において、集中治療室代表として

　 　 院内の看護記録に関する委員を担当した。

34.阪神淡路大震災後の復興住宅で生活する高齢者への 1999年8月〜2002年3月 阪神・淡路大震災後のHAT神戸の復興住宅で生活する高

健康チェック、健康相談のボランティア活動 　 齢の住民を対象に、神戸市立看護短大の教員らととも

　 　 に月に1回セルフケア支援を目的に健康チェックや健康

　 　 相談、季節のイベントなどのボランティア活動を行っ

　 　 た。

35.看護学生への臨床実習の指導 1999年4月〜2006年3月 兵庫県立こども病院にて看護師として在職していた際

　 　 には、兵庫県立大学看護学部、兵庫県立総合衛生学院

　 　 看護学科の学生の小児看護学実習を受け入れ、臨床実

　 　 習の指導を行った。

36.阪神淡路大震災後の仮設住宅で生活する高齢者への 1996年4月〜1999年3月 阪神・淡路大震災後の神戸市ポートアイランド第1、第

健康チェック、健康相談のボランティア活動 　 2仮設住宅で生活する高齢の住民を対象に、神戸市立看

　 　 護短大の教員らとともに月に1回セルフケア支援を目的

　 　 に健康チェックや健康相談のボランティアを行った。

4 その他
　

研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
1.エビデンスにもとづ 単 2018年3月 武庫川女子大学出 小児科に入院した子どもの転倒・転落事故を防止するために本著を

いた入院している子 　 　 版部 まとめた。内容は、子どもの転倒と転落の特徴、子どもの転倒の危

どもの転倒・転落防 　 　 　 険因子と転落の危険因子とは、転倒と転落について親や看護師はど

止ガイドブック 　 　 　 のように認識しているか、転倒・転落リスクアセスメントツールと

　 　 　 　 は、転倒の防止対策と転落の防止対策、子ども用の転倒・転落防止

　 　 　 　 プログラムとその使用方法、である。

2 学位論文
1.入院している小児の 単 2013年3月 大阪大学大学院 医 入院している小児の転倒・転落を防止するためのプログラムを構築

転倒・転落防止プロ 　 　 学系研究科博士後 する研究を行った。小児用アセスメントツール作成についての示唆

グラムの構築 　 　 期課程 保健学専攻 を得るため、小児看護経験が5年以上の看護師52名を対象に3段階の

　 　 　 博士学位論文 デルファイ法による調査を行い、小児の転倒の危険因子34項目と転

　 　 　 　 落の危険因子34項目を明らかにした。また、小児が入院する病棟

　 　 　 　 252施設を対象に横断調査を行い、転倒・転落率を低下させる対策や

　 　 　 　 入院環境を明らかにした。これらの結果より、転倒・転落防止プロ

　 　 　 　 グラムを構築した。

2.小児看護を実践する 単 2008年3月 大阪大学大学院 医 小児看護を実践する看護師の属性や個人特性が、職務ストレスおよ
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

2 学位論文
看護師の属性および 　 　 学系研究科博士前 び離職願望にどのような影響を与えているかを明らかにするため、

個人特性と職務スト 　 　 期課程 保健学専 27施設の看護師445名を対象に自記式質問紙調査を実施した。240名

レスおよび離職願望 　 　 攻,修士学位論文 （小児病棟110名、混合病棟130名）から回答があり、小児病棟と混

との関連－病棟形態 　 　 　 合病棟のそれぞれにおいて離職願望に影響を与える要因、職務スト

による分析と比較－ 　 　 　 レス認知に影響を与える要因について明らかにすることができた。

3 学術論文
1.Nursing Activities 共 2024年6月 教育医学，69 　

in Discharge 　 　 （4），307-318 　

Planning for 　 　 　 　

Difficult-to- 　 　 　 　

Discharge 　 　 　 　

Pediatric Patients 　 　 　 　

2.外国にルーツを持つ 共 2024年6月 外来小児科, 27 　

子どもが診療所を受 　 　 (1), 57-62 　

診した際に医師が感 　 　 　 　

じた困難および要 　 　 　 　

望,言語への対応方法 　 　 　 　

3.小児アレルギーエ 共 2023年12月 日本看護研究学会 西田紀子、植木慎悟、藤田優一

デュケーターが認識 　 　 雑誌, 46 　

する重症食物アレル 　 　 　 　

ギー児の幼児後期に 　 　 　 　

おける心理社会的問 　 　 　 　

題と支援 　 　 　 　

4.団地における外国に 単 2023年9月 小児看護, 46 　

ルーツをもつ子ども 　 　 （9）, 1048-1053 　

たちへの学習支援,外 　 　 　 　

国人の母親の健康相 　 　 　 　

談・育児相談 　 　 　 　

5.日本のNICUにおける 共 2023年7月 日本小児看護学会 原口梨那、北尾美香、藤田優一

入院前から退院まで 　 　 誌, 32, 76-83 　

の親の意思決定と看 　 　 　 　

護支援に関する国内 　 　 　 　

文献のレビュー 　 　 　 　

6.オンラインでの小児 共 2022年3月 武庫川女子大学看 オンラインで小児看護学実習を行った学生の意見を、小児実習モデ

実習モデル人形を用 　 　 護学ジャーナル7， ル人形を用いたオンライン実習で学んだこと・できたこと、困難に

いた小児看護学実習 　 　 pp.37-47 感じたこと・できなかったことについて明らかにすることを目的

に対する学生の意見 　 　 　 に、学生 6 名に半構造化面接調査を行い、内容分析を行った。学ん

　 　 　 　 だこと・できたことは 45 コードあり、【患児と家族に対するコ

　 　 　 　 ミュニケーションの方法を学べた】【声や動き、カルテの情報で患

　 　 　 　 児の反応をつかめた】など 12 カテゴリに分類された。困難に感じ

　 　 　 　 たこと・できなかったことは 41 コードあり、【バイタルサインの

　 　 　 　 測定や日常生活援助が経験できなかった】【人形なので患児の表情

　 　 　 　 や症状の観察ができなかった】【目線を合わせることが難しかっ

　 　 　 　 た】など 15 カテゴリに分類された。

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：北尾美香、福井美苗、植木慎悟、藤田優一

7.小児科の診療所で勤 共 2022年2月 外来小児科,25(1) 小児科の診療所で勤務する看護師の教育ニーズを明らかにすること

務する看護師の教育 　 　 　 を目的に、全国の小児科を標榜する診療所の看護師を対象にアン

のニーズに関する調 　 　 　 ケート調査を行い回答を得た結果、対象の現在の診療所での経験年

査 　 　 　 数の平均は5.2年と比較的長かったが、現在の診療所で勤務するまで

　 　 　 　 小児看護の経験がない看護師が半数以上いることが分かった。ま

　 　 　 　 た、小児看護に関する知識や技術について学びたい内容として、ア

　 　 　 　 レルギー、予防接種、育児支援などが多く挙げられた。

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一, 植木慎悟, 北尾美香, 福井美苗

8.小学 4~6 年生の唇顎 共 2021年12月 日本看護科学会 小学4〜6年生の唇顎口蓋裂患児の病気に対する思いを明らかにする.

口蓋裂患児の病気に 　 　 誌，41，pp.824- 2018年8月〜9月にA病院に通院または入院中の小学4〜6年生の唇顎口
蓋

対する思い（査読付 　 　 831 裂患児11名を対象に,病気に対する思いについて半構造化面接を行

き） 　 　 　 い,質的記述的研究手法を用いて分析を行った.病気に対する思いは
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3 学術論文
　 　 　 　 29コードが抽出され,8カテゴリ【生まれたときの自分の口の形や骨

　 　 　 　 がないことを知り驚いた】【自分の歯や人中がないことを聞いても

　 　 　 　 驚かなかった】【自分の病気は歯が生えないことを改めて実感す

　 　 　 　 る】【どうして病気になったんだろう】【病気は治るのかな】【自

　 　 　 　 分の病気は知っておくほうがいい】【病気は他人にはわからないか

　 　 　 　 ら気にしていない】【重く考えすぎないように普通にふるまったほ

　 　 　 　 うがいい】に分類された.結論:具体的操作期になり,患児が自分の病

　 　 　 　 気を実感を伴って理解し,そして病気について悩みを抱くことが明ら

　 　 　 　 かとなった.患児の病気の理解を深められるように,説明をすること

　 　 　 　 の重要性が示唆された。

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：北尾美香、熊谷由加里、池美保、植木慎悟、福井美苗、

　 　 　 　 藤田優一

9.新型コロナウイルス 共 2021年11月 日本小児看護学会 新型コロナウイルス感染症の感染拡大による小児の入院環境の変化

感染症の拡大による 　 　 誌, 30, 205-212 と対応策を明らかにするため、小児が入院する病院を対象に横断調

小児の入院環境の変 　 　 　 査を行った。61施設より回答があり、病床利用率は68.2%から54.6%

化とその対応策に関 　 　 　 に低下していた。その理由は「感染症患者(新型コロナウイルス感染

する実態調査 　 　 　 症以外)が減少した」が92.5%と最も多かった。プレイルームの利用

　 　 　 　 規則を変更した施設は62.3%であり「使用禁止」や「使用人数の制

　 　 　 　 限」などの変更がされていた。付き添い率は72.6%から65.0%へ低下

　 　 　 　 していた。面会基準は、「親以外は不可」が60.8%と最も多く大きな

　 　 　 　 変化がみられた。

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田 優一, 植木 慎悟, 北尾 美香, 福井 美苗

10.新型コロナウイルス 共 2021年9月 日本看護科学会 1年次後期専門教育科目「小児看護学概論」におけるオンデマンド型

感染拡大下における 　 　 誌, 41, 148-154 授業、ライブ型授業、対面授業の各授業方法についてアンケート用

遠隔と対面を組み合 　 　 　 紙を配布し、評価の差異および意見について検討した。3つの授業方

わせた授業方法に対 　 　 　 法で理解度や満足度に有意差はなかった。来年度からどのような授

する学生からの評価 　 　 　 業形態がよいかについては、遠隔授業を中心とした授業形態がよい

　 　 　 　 と回答した学生が3分の2を占めていた。科目の特性によって遠隔授

　 　 　 　 業と対面授業を使いわけることで、より効率的な学習が可能となる

　 　 　 　 ことが示された。

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一 , 植木慎悟 , 北尾美香 , 福井美苗

11.授業で効果的な動画 単 2021年4月 看護人材育成, 18 　

の使い方　学生の理 　 　 (1), 89-93 　

解を高め、集中力を 　 　 　 　

低下させないポイン 　 　 　 　

ト 　 　 　 　

12.口唇裂・口蓋裂の孫 共 2021年4月 日本口蓋裂学会 孫の口唇裂・口蓋裂疾患についての告知から初回口唇形成術後まで

をもつ祖母の心理状 　 　 誌、46(1)、25- の祖母の心理状態のうち，孫・娘以外の周囲の人である医療者・同

態 —医療者と同じ疾 　 　 32、2021.4 じ疾患体験者に対する心理的側面について明らかにすることを目的

患体験者に関連する 　 　 　 に、A病院に通院する口唇形成術後の孫をもつ父方・母方祖母に，半

心理的側面— 　 　 　 構造化面接を行った。分析の結果、【医療者に関連する心理状態】

　 　 　 　 のカテゴリーは〔受け入れがたい情報から生じる不安・困惑〕，

　 　 　 　 〔医療者の適切な介入による安心・信頼〕の2つで構成された。【同

　 　 　 　 じ疾患体験者に関連する心理状態】のカテゴリーは〔同じ疾患をも

　 　 　 　 つ子どもと家族から得た安堵感〕で構成された。

　 　 　 　 本人担当部分：論文内容の妥当性

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：熊谷由加里、藤田優一、北尾美香、植木慎悟、池美保、

　 　 　 　 古郷幹彦

13.小学校教諭の口唇 共 2021年4月 日本口蓋裂学会 小学校教諭のCLPの認識と教諭がCLPのある子どもを指導する上で困

裂・口蓋裂に関する 　 　 誌、46(1)、18-24 難に感じていたことを明らかにすることを目的に、公立小学校教諭

認識 　 　 　 6,000名を対象に，自記式質問紙調査を行った。412名から回答が得

　 　 　 　 られ， 405名を有効回答として分析した結果、教諭はCLPという病気

　 　 　 　 については，遺伝的要因や環境的要因などが複雑に絡み合って発生

　 　 　 　 する病気という正しいイメージをもち，予後も良いと捉えている一

　 　 　 　 方で，CLPのある子どもは外見に悩むと捉えていたことが明らかと
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3 学術論文
　 　 　 　 なった。CLPのある子どもの学校生活における心配事については，教

　 　 　 　 諭はCLPのある子どもが外見や友人関係についての心配事と言葉に関

　 　 　 　 する心配事を抱えていると捉えていたことが明らかとなった。

　 　 　 　 本人担当部分：：データ収集、分析、はじめに、方法、結果、考

　 　 　 　 察、論文執筆

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：北尾美香、植木慎悟、藤田優一

14.初年次基礎教育科目 共 2021年3月 武庫川女子大学看 藤田優一, 清水佐知子, 池田七衣, 久山かおる, 心光世津子, 杉浦

における予習課題お 　 　 護学ジャーナル, 圭子, 田丸朋子, 布谷麻耶, 本間裕子

よび復習、Google 　 　 6, 69-77 　

Classroomを使用した 　 　 　 　

小テストの学生の実 　 　 　 　

施状況および学生か 　 　 　 　

らの評価 　 　 　 　

15.母親が認識した携帯 共 2021年3月 武庫川女子大学看 西田 紀子, 植木 慎悟, 藤田 優一

用アドレナリン自己 　 　 護学ジャーナル, 　

注射薬を所持する重 　 　 6, 11-21 　

症食物アレルギー児 　 　 　 　

の幼児期における心 　 　 　 　

理社会的問題と実施 　 　 　 　

した対応策 　 　 　 　

16.The effectiveness 共 2021年3月 Vaccine. 2021, 防接種を受ける0〜6歳の注射時の痛みを軽減するため、振動刺激装

of vibratory 　 　 39(15): 2080- 置であるBUZZY®の有効性を無作為化比較試験にて検討した。118人を

stimulation in 　 　 2087. 分析対象として分析した結果、親の評価では有意差が得られたもの

reducing pain in 　 　 doi: 10.1016/j. の、盲検化した評価者の評価では有意差が得られなかった。子ども

children receiving 　 　 vaccine.2021.03. の年齢が若い、もしくはBUZZY®自体が苦手な子どもは有意に痛みを

vaccine injection 　 　 013 表出することがわかった。

: A randomized 　 　 　 本人担当部分：論文内容の妥当性

controlled trial. 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

（査読付き） 　 　 　 共著者名：Ueki S, Matsunaka E, Takao K, Kitao M, Fukui M,

　 　 　 　 Fujita Y.

17.Factors associated 共 2020年12月 Journal of Yuki Maeda , Yuichi Fujita, Shingo Ueki

with hospital 　 　 Pediatric 　

discharge 　 　 Nursing 　

difficulties for 　 　 　 　

pediatric patients 　 　 　 　

in Japan - using 　 　 　 　

the Delphi 　 　 　 　

technique 　 　 　 　

18.学会発表　初心者か 単 2020年8月 看護人材育成, 17 病院で勤務する看護師を対象とした研究方法についての解説をまと

ら指導者まで!　現場 　 　 (3),91-97 めた。

で働く看護師さんに 　 　 　 第5回は、研究発表の方法についてまとめた。

向けた看護研究の進 　 　 　 　

め方(第5回)　研究発 　 　 　 　

表の方法 　 　 　 　

19.学会発表　初心者か 単 2020年6月 看護人材育成, 17 病院で勤務する看護師を対象とした研究方法についての解説をまと

ら指導者まで!　現場 　 　 (2), 58-64 めた。

で働く看護師さんに 　 　 　 第4回は、倫理審査申請書、研究計画の書き方についてまとめた。

向けた看護研究の進 　 　 　 　

め方(第4回)　倫理審 　 　 　 　

査をクリアするため 　 　 　 　

の研究計画書の書き 　 　 　 　

方 　 　 　 　

20.看護師が捉える小児 共 2020年5月 小児保健研究 , 小児患者が退院困難となる社会的要因を明らかにすることを目的と

患者の退院困難な社 　 　 79 (3), 259-266 して、看護師18人を対象に半構成的面接を実施した。その結果、

会的要因（査読付 　 　 　 【学校のサポートの体制が整っていない】【小児患者を受け入れて

き） 　 　 　 もらえない】【小児の在宅ケアに関連した制度の活用困難】の3カテ

　 　 　 　 ゴリに類型化された。

　 　 　 　 本人担当部分：方法、結果、考察
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3 学術論文
　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可

　 　 　 　 共著者名：前田由紀, 藤田優一, 藤原千惠子

21.重症心身障がい児の 共 2020年3月 武庫川女子大学看 重症児の短期入所における養育者の安心に繋がる看護支援について

短期入所における養 　 　 護学ジャーナル， 明らかにすることを目的として、重症心身障がい児の養育者12名を

育者の安心に繋がる 　 　 5，15-24 対象に、質的記述的研究を行った。その結果、重症児の養育者の安

看護支援（査読付 　 　 　 心に繋がる看護支援は、【愛護的なケア】、【養育者の期待に応じ

き） 　 　 　 たケア】、【養育者への配慮】、【情報と物品の管理】から構成さ

　 　 　 　 れていた。

　 　 　 　 本人担当部分：分析、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能　

　 　 　 　 共著者名：徳島佐由美, 藤田優一, 藤原千惠子, 植木慎悟, 中山昌

　 　 　 　 美, 田家由美子, 松本久

22.小児科外来の看護師 　 2020年3月 武庫川女子大学看 小児科外来の診療場面において、スムーズに診療や看護を進めるた

が実施しているス 　 　 護学ジャーナル， めの看護師の判断や工夫について明らかにするために、小児科外来

ムーズに診療や看護 　 　 5，25-32 に勤務する看護師を対象に参加観察とインタビューを実施した。そ

を進めるための判断 　 　 　 の結果、『時間を短縮するための判断・工夫』『安全に診療をする

や工夫　参加観察と 　 　 　 ための判断・工夫』『関係性を築くための判断・工夫』『待ち時間

インタビューによる 　 　 　 に対する不満を軽減させるための判断・工夫』から構成されてい

調査（査読付き） 　 　 　 た。

　 　 　 　 本人担当部分：

　 　 　 　 担当ページ：共著者名： 藤田優一, 吉田陽子, 北尾美香, 植木慎

　 　 　 　 悟, 藤原千惠子, 竹島泰弘

23.学会発表　初心者か 単 2019年12月 看護人材育成, 16 病院で勤務する看護師を対象とした研究方法についての解説をまと

ら指導者まで!現場で 　 　 (5),110-116 めた。

働く看護師さんに向 　 　 　 第3回は、インタビュー調査の方法についてまとめた。

けた看護研究の進め 　 　 　 　

方(第3回)　質的研 　 　 　 　

究って何?インタ 　 　 　 　

ビュー調査とその方 　 　 　 　

法 　 　 　 　

24.学会発表　初心者か 単 2019年10月 看護人材育成, 16 病院で勤務する看護師を対象とした研究方法についての解説をまと

ら指導者まで!現場で 　 　 (4), 112-118 めた。

働く看護師さんに向 　 　 　 第2回は、アンケート調査の方法についてまとめた。

けた看護研究の進め 　 　 　 　

方(第2回)　量的研 　 　 　 　

究って何?アンケート 　 　 　 　

調査とその方法 　 　 　 　

25.臨地実習指導者とし 共 2019年9月 日本小児看護学会 小児看護学実習を受け入れている病棟に勤務する臨地実習指導者と

ての経験がない看護 　 　 誌, 28, 19-26. しての経験がない看護師の、小児看護学実習に対する認識と、その

師の小児看護学実習 　 　 　 認識に関連する要因を分析することを目的に質問紙調査を行った。

に対する認識とその 　 　 　 対象者は、小児看護学実習に対して『子どもや家族のケア効果』を

関連要因（査読付 　 　 　 最も強く、次いで『学生指導に対する困難感』を強く認識してい

き） 　 　 　 た。重回帰分析の結果、対象者は、 ｢業務量｣ や ｢子どもが嫌がる

　 　 　 　 処置への対応｣ といった看護師側に向いたストレスを感じる者ほ

　 　 　 　 ど、看護師主体に『いつもどおりにできない負担感』を感じてい

　 　 　 　 た。一方で、 ｢子どもと家族への対応｣ や ｢難しい対象へのかかわ

　 　 　 　 り｣ といった子どもと家族に向いたストレスを感じるほど、子ども

　 　 　 　 と家族中心に『子どもや家族へのケア効果』や『学生がもたらす摩

　 　 　 　 擦』を感じていた。

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：新家一輝, 植木慎悟, 北尾美香, 藤田優一, 前田由紀,

　 　 　 　 藤原千惠子

26.レスパイト入院にお 共 2019年9月 日本小児看護学会 経験豊富な看護師11名を対象に、重症心身障がい児 (以下、重症

ける重症心身障がい 　 　 誌, 28, 35-41. 児) のレスパイト入院時に重症児の家族から信頼を得るために実践

児の家族から信頼を 　 　 　 している看護師のかかわりについて明らかにすることを目的に質的

得るための経験豊富 　 　 　 記述的研究を行った。その結果、経験豊富な看護師のレスパイト目

な看護師のかかわり 　 　 　 的の入院における重症児の家族へのかかわりは、【少ない機会をと

（査読付き） 　 　 　 らえた意図的な介入】、【レスパイト入院中の重症児の生活状況を

　 　 　 　 詳細に伝達】、【家族の望みに沿った連絡】、【在宅でのケア方法
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

3 学術論文
　 　 　 　 の尊重】、【在宅での生活リズムの保持】、【在宅の環境の取り込

　 　 　 　 み】が抽出された。

　 　 　 　 本人担当部分：論文内容の妥当性

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 徳島佐由美, 藤田優一, 藤原千惠子

27.現場で働く看護師さ 単 2019年8月 看護人材育成, 16 病院で勤務する看護師を対象とした研究方法についての解説をまと

んに向けた看護研究 　 　 (3), 23-31 めた。

の進め方　研究テー 　 　 　 第1回は、リサーチクエスチョンの導き方についてまとめた。

マってどうやってみ 　 　 　 　

つけるの？勤務をす 　 　 　 　

る中での疑問を“リ 　 　 　 　

サーチクエスチョン 　 　 　 　

“にして目的、意義 　 　 　 　

を明確化しよう！ 　 　 　 　

28.Parental factors 共 2019年8月 Journal of 子どもが軽症であるにもかかわらず救急車を要請した親の特徴につ

predicting 　 　 Advanced Nursing いて明らかにするため、171人の親を対象に調査を行った。急性疾患

unnecessary 　 　 (採択済み) のある子どもの親の不確かさ尺度のカットオフポイントは59であっ

ambulance use for 　 　 　 た。ロジスティック回帰分析の結果では、「子どもの病気の情報源

their child with 　 　 　 を利用しなかった」「ヘルスリテラシーが低い」「初めて見た症状

acute illness: A 　 　 　 であった」「不確かさが高い」ことが救急車要請と有意に関連して

cross-sectional 　 　 　 いた。

study 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 植木慎悟，小間井和代，大橋一友，藤田優一，北尾美香，藤原千惠

　 　 　 　 子

29.胆道閉鎖症を疑われ 共 2019年7月 日本小児看護学 本研究では、児が胆道閉鎖症を疑われてから病院を退院するまでの

た子ども (新生児) 　 　 会, 28, 235-239 期間において、その疾患を否定されたにもかかわらず母親の不安が

の母親が退院するま 　 　 　 継続した体験を明らかにすることを目的とした事例検討を実施し

での期間に不安に 　 　 　 た。Emdenのナラティブ分析を行った結果、３つのテーマ（「児の病

陥った体験のナラ 　 　 　 気の重大性」「ほかの症状の見落とし」「母親が行ってきたことの

ティブ分析（査読付 　 　 　 否定」）が抽出された。

き） 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：植木慎悟、藤田優一、北尾美香、藤原千惠子

　 　 　 　 植木慎悟, 藤田優一, 北尾美香, 藤原千惠子

30.口唇裂・口蓋裂のあ 共 2019年5月 小児保健研究，78 口唇裂・口蓋裂のある子どもが小学校に入学する際に母親が抱えて

る子どもが小学校に 　 　 （3），220-227 いた不安を明らかにするため、口唇裂・口蓋裂のある子どもの母親

入学する際に母親が 　 　 　 13人に半構造化面接調査を行い、27コード、10サブカテゴリーが抽

抱えていた不安（査 　 　 　 出され、【ほかの子どもからの容姿の違いへの指摘】、【容姿の違

読付き） 　 　 　 いに関連したわが子が抱く葛藤】、【発音の不明瞭さ】、【外傷に

　 　 　 　 よる創の離開】、【教員による差別的な発言】の5カテゴリーに分類

　 　 　 　 された。

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：北尾美香、藤田優一、植木慎悟、藤原千惠子

31.原因食物を摂取する 共 2019年3月 武庫川女子大学看 原因食物を摂取する食物アレルギー（以下FA）の学童への看護実践

食物アレルギーの学 　 　 護学ジャーナル， において小児アレルギーエデュケーター（以下PAE）が困難と感じて

童への看護実践にお 　 　 4 ，63-68 いることを明らかにすることを目的に、PAE11 名を対象に半構造化

いて小児アレルギー 　 　 　 面接を行い、質的記述的に分析した。PAE は、＜症状を見極め、原

エデュケーターが困 　 　 　 因食物摂取を促す難しさ＞＜不安を感じるFA 学童へ原因食物摂取を

難と感じていること 　 　 　 促す難しさ＞＜ FA 学童の意思を確認する難しさ＞＜ FA 学童の思

（査読付き） 　 　 　 いを代弁する難しさ＞＜結果が不確実な免疫療法を受けるFA 学童を

　 　 　 　 支援する難しさ＞を感じていた。

　 　 　 　 本人担当部分：結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：西田紀子、藤田優一、藤原千惠子

32.小児科外来の看護師 共 2019年3月 武庫川女子大学看 小児科外来の看護師が認識する「保護者の小児科外来に対する満足

が認識する「保護者 　 　 護学ジャーナル， 度」に対する関連要因について明らかにするため、調査票を用いた

の小児科外来に対す 　 　 4 ，47 - 54 横断研究を実施した。満足度の影響要因としては、医師と看護師の

る満足度」の関連要 　 　 　 人間関係、待ち時間、医師の子どもや保護者への対応、小児科経験

因（査読付き） 　 　 　 の浅い看護師の教育、複数の検査がある場合は結果がでるまでの時

　 　 　 　 間が長い検査から実施することの5 項目が有意な関連要因であっ
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

3 学術論文
　 　 　 　 た。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名藤田優一、北尾美香、植木慎悟、藤原千惠子

33.幼児の採血場面にお 共 2019年3月 日本看護学会論文 大学病院の小児科外来にて、幼児の採血場面について看護師の声掛

ける小児科外来の看 　 　 集：ヘルスプロ けに着目して参加観察を行った。11名の幼児の採血場面を観察し、

護師による声掛け 　 　 モーション，49， 43コード、12カテゴリーに分類された。

（査読付き） 　 　 87-90 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、吉田陽子、北尾美香、植木慎悟、藤原千惠子

　 　 　 　

34.重症心身障がい児の 共 2019年3月 日本看護学会論文 重症心身障がい児がレスパイト目的で入院する施設の看護師9名を対

レスパイト目的での 　 　 集：ヘルスプロ 象にレスパイト目的での入院に対する認識についてインタビュー調

入院に対する経験豊 　 　 モーション，49， 査を行った。それらの認識については、51コード、9サブカテゴリ

富な看護師の認識 　 　 83-86 —、2カテゴリーが明らかとなった。

（査読付き） 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は

　 　 　 　 不可能

　 　 　 　 共著者名：徳島佐由美、藤田優一、藤原千惠子

35.ジグソー法を取り入 共 2019年2月 日本看護科学会 2年次後期の小児看護学演習科目における看護過程の展開でジグソー

れたアクティブラー 　 　 誌,38,237-244 法を取り入れたアクティブラーニングを実施した．その実施後の学

ニングに対する学生 　 　 　 生からの評価について示した．65名より有効回答があり，「積極的

からの評価：小児看 　 　 　 に参加できた」「責任を持って参加できた」という学生が9割以上を

護学演習科目におけ 　 　 　 占め，ジグソー法の満足度は平均80.5点であった．

る看護過程展開の実 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

践報告（査読付き） 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、北尾美香、植木慎悟、藤原千惠子

36.小児科外来の看護師 共 2018年11月 外来小児科，21 総合病院の小児科外来の看護師が，受付から診察が終わるまでの間

が受付から診察が終 　 30日 （3），456-459. に実施している診療や看護をスムーズにさせるための技術・工夫，

わるまでの間に実施 　 　 　 及び看護師が認識する各月の忙しさの程度について明らかにするた

している診療や看護 　 　 　 め調査を行った。62名より回答があり、スムーズにさせるための工

をスムーズにさせる 　 　 　 夫は44コードが明らかとなった。

ための技術・工夫 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

（査読付き） 　 　 　 共著者名：藤田優一、北尾美香、植木慎悟、藤原千惠子

37.母親から口唇裂・口 共 2018年10月 日本口蓋裂学会雑 本研究の目的は、母親が口唇裂・口蓋裂のある子どもへ疾患の説明

蓋裂のある子どもへ 　 　 誌,43（3）,216- をした際の契機とその理由を明らかにすることである。口唇裂・口

疾患の説明をした際 　 　 222. 蓋裂の専門的治療を行うA病院に入院中の小学校低学年の口唇裂・口

の契機とその理由 　 　 　 蓋裂のある子どもをもち、既に子どもへの疾患の説明をしている母

（査読付き） 　 　 　 親13名を対象に、母親が子どもに疾患の説明をしようと思った契機

　 　 　 　 とその理由について半構造化面接を行った。疾患の説明の契機は、

　 　 　 　 【小学校入学を契機に】【手術を契機に】【子どもの疑問を契機

　 　 　 　 に】【日々の生活の中で】の4カテゴリーに分類された

　 　 　 　 本人担当部分：結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：北尾美香、熊谷由加里、高野幸子、池美保、植木慎悟、

　 　 　 　 藤田優一、古郷幹彦、藤原千惠子

38.スマートフォンを活 単 2018年8月 看護人材育成, 15 現代の若者とって、スマートフォンはなくてはならないツールであ

用した“気づき”を 　 　 (3), 89-94 る。活用の一例として、技術演習で学生が実施する姿をペアの学生

促す技術演習 　 　 　 がスマートフォンで動画撮影をし、実施後にスマートフォンで動画

　 　 　 　 を視ることで、第三者の視点で客観的に手順や動き、姿勢などを確

　 　 　 　 認することができる。また、技術演習の手技的なチェックだけでは

　 　 　 　 なく、実施をしている時の表情や声かけといった態度面の様子を第

　 　 　 　 三者の視点から客観的に見ることができる。また、演習用の動画を

　 　 　 　 撮影すれば、学生はYouTubeで視聴して事前学習をすることもでき

　 　 　 　 る。

39.Resilience and 共 2018年8月 Japan Journal of 口唇口蓋裂を持つ小児の両親64ペアに対し、レジリエンスおよび困

difficulties of 　 　 Nursing 難感についてのアンケート調査を行った。母親は父親よりも小児の

parents of 　 　 Science，15(4) 将来を心配する気持ちと自らを責める傾向にあった。一方で、レジ

children with a 　 　 　 リエンスの中の問題解決力と受け止め力の点において母親よりも父

cleft lip and 　 　 　 親のほうが高かった。
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

3 学術論文
palate（査読付き） 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、論文執筆

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：植木慎悟、藤田優一、北尾美香、熊谷由加里、池美保、

　 　 　 　 新家一輝、松中枝理子、藤原千惠子

40.小児アレルギーエ 共 2018年7月 小児保健研究，小 食物アレルギー学童の原因食品摂取に影響を与える要因を，小児ア

デュケーターの認識 　 　 児保健研究，77 レルギーエデュケーターがどのように認識しているかを明らかにす

による食物アレル 　 　 (4)，380-387 ることを目的とし，PAEを対象に半構造化面接行った。その結果，

ギー学童の原因食品 　 　 　 PAEは，《FA原因食品摂取を困難にする要因》として，【原因食品に

摂取への影響要因 　 　 　 よるアレルギー症状誘発の経験】，【除去食の習慣】があり，《FA

（査読付き） 　 　 　 原因食品摂取を促す要因》として，FA学童自身の【内なる原動

　 　 　 　 力】，【支えになる人の存在】があると認識していた。

　 　 　 　 本人担当部分：分析

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 著者：西田紀子、藤田優一、藤原千惠子

41.小学校低学年の口唇 共 2018年3月 武庫川女子大学看 小学校低学年の口唇裂・口蓋裂児の母親が認識している児の学校で

裂・口蓋裂児の疾患 　 20日 護学ジャーナル, の疾患に関連した否定的な体験とそれに対する母親の思いを明らか

に関連した否定的な 　 　 3,15-24 にすることを目的に、小学校低学年の口唇裂・口蓋裂児の母親13名

体験に関する母親の 　 　 　 に半構造化面接調査を行い、内容分析法にて分析した。母親は口唇

認識（査読付き） 　 　 　 裂・口蓋裂児の否定的な体験として【容姿や行動の違いへの指摘に

　 　 　 　 自分で対応できた】【容姿の違いへの指摘や病気の暴露に苦痛を感

　 　 　 　 じていた】と認識していた。その体験に対して母親は【疾患に関連

　 　 　 　 したからかいは起こるものだ】【疾患に関連したからかいによる子

　 　 　 　 どもの苦痛をわかってあげたい】【子どもが自分でからかいに対応

　 　 　 　 できるようになって欲しい】【子どもに自分の疾患を前向きに捉え

　 　 　 　 て欲しい】【教師はからかいに適切に対応して欲しい】と思ってい

　 　 　 　 ることが明らかになった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：北尾美香、熊谷由加里、高野幸子、池美保、古郷幹彦、

　 　 　 　 植木慎悟、藤田優一、藤原千惠子

42.看護師を対象とする 共 2018年3月 武庫川女子大学看 看護師を対象とするデルファイ法を用いた国内文献の研究手順の実

デルファイ法を用い 　 20日 護学ジャーナル, 態について明らかにすることを目的とした。2017年６月に医学中央

た国内文献の研究手 　 　 3,35-42 雑誌web版にて、キーワードを「デルファイ」として検索した結果、

順の実態（査読付 　 　 　 看護師を対象とするデルファイ法を用いた研究論文は29件が該当し

き） 　 　 　 た。これらの文献を分析した結果、専門家集団の経験則から得られ

　 　 　 　 る価値観や評価、予測の指標について意見を集約して合意形成をす

　 　 　 　 ることを目的とした研究が多くみられた。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 藤田優一、植木慎悟、北尾美香、前田由紀、藤原千惠子

43.口唇裂・口蓋裂をも 共 2017年10月 日本口蓋裂学会雑 口唇口蓋裂児をもつ父親を対象に医療者への期待と実際に受けた支

つ子どもの父親が医 　 　 誌,42(3),187-193 援の内容を明らかにするためアンケート調査を行い、父親が期待す

療者に期待する支援 　 　 　 る支援として最も多かった項目は「治療や手術について、親が理解

と実際に受けた支援 　 　 　 しやすいように説明してくれる」、「手術後の注意や食事などの具

　 　 　 　 体的な助言をしてくれる」、「手術を受けるまでの哺乳・離乳など

　 　 　 　 の具体的な助言をしてくれる」であり、実際に受けた支援も同様で

　 　 　 　 あった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 松中枝理子、北尾美香、古郷幹彦、池美保、熊谷由加里、植木慎

　 　 　 　 悟、新家一輝、藤田優一、藤原千惠子

44.口唇裂・口蓋裂をも 共 2017年7月 日本看護学会論文 口唇裂・口蓋裂をもつ子どもの母親の医療者への期待と実際に受け

つ子どもの母親が医 　 　 集:ヘルスプロモー た支援の内容を明らかにし、今後さらに充実すべき支援への示唆を

療者に期待する支援 　 　 ション,47,103- 得るために、母親235名を対象に質問紙調査を実施した。医療者への

と実際に受けた支援 　 　 106 期待・実際に受けた支援ともに「治療や手術について、親が理解し

（査読付き） 　 　 　 やすいように説明してくれること」、「手術を受けるまでの哺乳・

　 　 　 　 離乳食などの具体的な助言をしてくれること」、「手術後の注意や

　 　 　 　 食事などの具体的な助言をしてくれること」の項目が上位3つに上

　 　 　 　 がった。また、医療者への期待と実際に受けた支援の差について
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

3 学術論文
　 　 　 　 は、ほとんどの項目で期待通りとした割合が一番多かった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：北尾美香、松中枝理子、池美保、熊谷由加里、植木慎

　 　 　 　 悟、新家一輝、藤田優一、石井京子、藤原千惠子

45.総合病院の小児科外 共 2017年7月 日本看護学会論文 小児科外来の看護師が、処置・検査中に実施している診療や看護を

来の看護師が処置・ 　 　 集: ヘルスプロ スムーズにさせるための技術・工夫について明らかにするために小

検査中に実施してい 　 　 モーション，47， 児科外来に勤務する看護師を対象に調査を行った。63名より回答が

る診療や看護をス 　 　 107-110 あり、記録単位は計105件、コード数は45件であった。カテゴリーと

ムーズにさせるため 　 　 　 して「デストラクションの実施」「プレゼンテーションの実施」

の技術・工夫（査読 　 　 　 「処置検査時は保護者同伴で実施」などが明らかとなった。

付き） 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、北尾美香、植木慎悟、藤原千惠子

　 　 　 　

46.小児用転倒・転落リ 　 2017年3月 武庫川女子大学看 小児用転倒・転落リスクアセスメントツールC-FRAT(Child Falls

スクアセスメント 　 　 護学ジャーナル， Risk Assessment Tool)第3版の評価者間信頼性を明らかにするため

ツール　C-FRAT第3版 　 　 2，45-51 13名の看護師の一致度を調査した。各アセスメント項目のカッパ係

の評価者間信頼性の 　 　 　 数は0.414〜1.000であり、リスク判定結果のカッパ係数は0.852で

検証（査読付き） 　 　 　 あった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、植木慎悟、北尾美香、藤原千惠子

　 　 　 　

47.看護師が認識する 単 2016年4月 第46回日本看護学 看護師が認識する「入院中の小児の転倒・転落について困っている

「入院中の小児の転 　 　 会論文集：看護管 こと」について明らかにするため調査を行った。「入院中の小児の

倒・転落について 　 　 理,46,353-356 転倒・転落について困っていること」の自由回答を分析した結果、

困っていること」 　 　 　 記録単位は117 件であった。それらは40のコード、13 のサブカテゴ

（査読付き） 　 　 　 リー、5 つのカテゴリー「家族からの協力が困難」「システムの不

　 　 　 　 備」「子どもからの協力が困難」「ハード面の不備「医療者の意識

　 　 　 　 の低さ」に類型化された。

48.臨地実習指導者経験 共 2016年3月 日本看護学教育学 小児看護学実習を受け入れている病棟の看護師は、臨地実習指導者

による看護師の小児 　 　 会誌,25(3),25-35 の経験の有無により、小児看護学実習に対する認識、職務ストレス

看護学実習に対する 　 　 　 および看護キャリア認知において差異があるかを明らかにするた

認識と職務ストレス 　 　 　 め、調査を行った。指導者の経験がある看護師は小児看護学実習に

および看護キャリア 　 　 　 対する認識の『実習を糧とした看護師自身の成長』などの3因子、職

認知の差異（査読付 　 　 　 務ストレスの『家族への対応』などの6因子、看護キャリア認知の4

き） 　 　 　 因子が有意に高得点であった。

　 　 　 　 本人担当部分：結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤原千惠子、木村涼子、林みずほ、高島遊子、新家一

　 　 　 　 輝、植木慎悟、北尾美香、藤田優一

49.小児が転倒・転落し 共 2016年3月 武庫川女子大学看 看護師は小児が転倒や転落をした際にインシデントレポートの要否

た際のインシデント 　 　 護学ジャーナル, についてどのように判断しているかを明らかにするため調査を行っ

レポートの要否に関 　 　 1,21-27 た。看護師145名より回答があり、「外傷により処置をした」「外傷

する看護師の判断 　 　 　 により検査をした」場合に必要という回答が多く、「家族のみの状

（査読付き） 　 　 　 況」よりも「看護師がそばにいた状況」で必要という回答が多かっ

　 　 　 　 た。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、藤原千惠子、植木慎悟

50.専門医療機関の口唇 共 2016年3月 武庫川女子大学看 口唇裂・口蓋裂の治療を行っている専門病院での看護経験の豊富な

裂・口蓋裂の子ども 　 　 護学ジャーナル, 看護師11名の面接調査を行った。母親に対する看護についての語り

をもつ母親に対する 　 　 1,53-61 から、専門医療機関外での看護援助の内容と看護援助をする上で看

看護援助の内容とそ 　 　 　 護師が感じている問題を抽出し、カテゴリー化した。看護師は、専

の問題（査読付き） 　 　 　 門医療機関内での援助と出向して行う看護援助を多様に実施してお

　 　 　 　 り、実施するうえの看護師間の連携や病院組織のシステムに関する

　 　 　 　 問題を認識していることが明らかになった。

　 　 　 　 本人担当部分：結果、考察
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

3 学術論文
　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤原千恵子、池美保、西尾善子、松中枝理子、藤田優一

　 　 　 　 、新家一輝、高島遊子、植木慎悟、北尾美香、石井京子

51.成人用ベッドを使用 単 2015年6月 兵庫医療大学紀 10病棟に入院した成人用ベッドを使用する小児641名に小児用の転倒

する小児用の転倒リ 　 　 要,3(1),25-34 リスクアセスメントツール:C-FRAT第2版を使用した。転倒の発生を

スクアセスメント 　 　 　 有意に高めた危険因子は13項目であり、アセスメントツール第2版の

ツール：C-FRAT第2版 　 　 　 感度は0.83、特異度は0.87、AUCは0.91であった。調査結果をもとに

および第3版の妥当性 　 　 　 改良した第3版では感度1.00、特異度0.49、AUC0.91であった。

の検証（査読付き） 　 　 　 　

52.Paternal postnatal 共 2015年5月 BMC Pregnancy 国内の生後4か月の乳児がいる父親と母親を対象に、産後うつの実態

depression in 　 31日 Childbirth とその影響要因について調査した。父親の13.6％、母親の10.3％が

Japan: an 　 　 15:128 うつ状態であり、父親のうつの影響要因としては、夫婦関係の悪

investigation of 　 　 doi: 10.1186/ さ、不妊治療の経験、精神的な問題による通院歴、経済的不安など

correlated factors 　 　 s12884-015-0552- が有意に関連していた。

including 　 　 x. 本人担当部分：データ収集と分析、結果、考察

relationship with 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

a partner（査読付 　 　 　 共著者名：西村明子、藤田優一、勝田真由美、石原あや、大橋一友

き） 　 　 　 　

53.入院児の転倒・転落 共 2015年5月 日本看護科学会 小児看護を実践する看護師よりコンセンサスの得られた「小児の転

防止対策：デルファ 　 　 誌,35 倒・転落を防止するために実施すべき対策」について明らかにする

イ法による検討（査 　 　 　 ため3段階のデルファイ法の調査を行った。小児に対しての対策8項

読付き） 　 　 　 目、家族に対しての対策16項目、環境に対しての対策5項目、病棟全

　 　 　 　 体での取り組み6項目の計35項目の防止対策を明らかにした。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、新家一輝

54.小児看護学実習に対 共 2015年3月 大阪大学看護学雑 小児看護学実習を受け入れている病棟の看護師を対象に、実習に対

する看護師の認識と 　 　 誌, 21(1),7-13 する認識の構造を明らかにするため質問紙調査を行い、833名から回

影響要因: 看護師の 　 　 　 答を得た。実習に対する認識を因子分析した結果、『実習を糧にし

認識の因子構造と妥 　 　 　 た看護師自身の成長』『いつも通りにできない負担感』『子どもや

当性（査読付き） 　 　 　 家族へのケア効果』『学生の能力や態度に対する困惑感』『学生指

　 　 　 　 導に対する困難感』『学生がもたらす摩擦』の6因子が抽出された。

　 　 　 　

　 　 　 　 本人担当部分：結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：木村涼子、藤原千惠子、高島遊子、新家一輝、林みず

　 　 　 　 ほ、植木慎悟、藤田優一、北尾美香

55.小児用転倒・転落防 共 2014年12月 小児保健研究,73 小児病棟10施設で転倒・転落防止プログラム第2版を実施した。入院

止プログラム第2版実 　 　 (6),888-894 した小児3,501名のうち1,338名(38.2%)の小児に6ヵ月間実施し、転

施による転倒・転落 　 　 　 倒・転落率は2.06から1.53に有意に低下した。看護師103名よりプロ

率の変化および、看 　 　 　 グラムに対する意見の回答があり、プログラムの実施により小児と

護師のプログラムに 　 　 　 家族への転倒・転落防止の説明が統一されたという回答は82名(79.

対する意見（査読付 　 　 　 6%)であった。

き） 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、藤原千惠子

56.サークルベッドを使 共 2014年12月 日本看護管理学会 転倒・転落リスクアセスメントツール:C-FRAT第2版をサークルベッ

用する小児用の転 　 　 誌,18(2),125-134 ドを使用している幼児697名を調査対象に使用した。アセスメント

倒・転落リスクアセ 　 　 　 ツール第2版の妥当性を示す感度は0.78、特異度は0.73、AUC(ROC曲

スメントツール：C- 　 　 　 線下面積)は0.81であった。調査結果をもとに改良した第3版は感度

FRAT第2版および第3 　 　 　 が0.78、特異度は0.76、AUCは0.83であった。

版の妥当性の検証 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

（査読付き） 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、二星淳吾、藤原千惠子

57.幼児用の転倒・転落 共 2014年12月 兵庫医療大学紀 サークルベッドを使用している幼児104名を調査対象に、転倒・転落

リスクアセスメント 　 　 要,2(2),19-26 リスクアセスメントツール:C-FRAT第1版を使用した。危険因子17項

ツール：C-FRAT第1版 　 　 　 目が転倒・転落と有意に関連していた。アセスメントツールの妥当

の危険因子と転倒・ 　 　 　 性を示す感度は0.95、特異度は0.47であり、AUC(ROC曲線下面積)は

転落との関連および 　 　 　 0.76であった。
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

3 学術論文
カットオフポイント 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

の妥当性の検証（査 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

読付き） 　 　 　 共著者名：藤田優一、湯浅真裕美、二星淳吾、藤原千惠子

58.転倒・転落防止オリ 単 2014年9月 兵庫医療大学紀 小児の家族を対象とした転倒・転落防止オリエンテーションDVDを作

エンテーションDVD 　 　 要,2(1),27-35 成した。DVDの内容は「分かりやすかった」が60名(74.1%)、「非常

「入院されるお子様 　 　 　 に分かりやすかった」が20名(24.7%)であった。DVD視聴後の理解度

の転倒・転落事故防 　 　 　 は、12項目の全てにおいて高くなっていた。

止に関するお願い」 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

を視聴した家族の意 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

見および転倒・転落 　 　 　 共著者名：藤田優一、湯浅真裕美、二星淳吾、藤原千惠子

防止に関する理解度 　 　 　 　

の変化（査読付き） 　 　 　 　

59.小児用転倒・転落防 共 2014年4月 第44回日本看護学 入院している小児の転倒・転落防止プログラム第2版の転倒・転落防

止プログラムに対す 　 　 会論文集：看護管 止DVDとパンフレットについての改善に向けた課題およびその効果を

る看護師の意見－小 　 　 理,44,173-176 明らかにすることを目的に調査を行った。DVD、パンフレットともに

児と家族用の転倒・ 　 　 　 分かりやすいと回答した看護師は95％以上であった。また、転倒・

転落防止DVDとパンフ 　 　 　 転落の防止に効果があるという回答は8割近くにみられ、看護師から

レットについて－ 　 　 　 の支持は得られた。

（査読付き） 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 共同発表者：藤田優一、湯浅真裕美、二星淳吾、菰野朱美、平山和

　 　 　 　 代、藤原千惠子

60.産後4か月の乳児をも 共 2014年4月 第44回日本看護学 産後4か月の乳児をもつ父親を対象に、夫婦関係満足度の影響要因に

つ父親の夫婦関係満 　 　 会論文集：母性看 ついて調査を行った。父親の夫婦関係満足得点の平均値は21.4、中

足度への影響要因 　 　 護,44,34-37 央値は22.0であった。夫婦関係満足得点を高める影響要因は「母親

（査読付き） 　 　 　 の夫婦関係満足」「対児感情：接近」「パートナーとの関係のこと

　 　 　 　 で相談できる人がいる」など5要因であった。また、「父親の産後う

　 　 　 　 つ」や「対児感情：回避」などの3要因が夫婦関係満足を低下させる

　 　 　 　 影響要因であった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 共同発表者：藤田優一、西村明子、勝田真由美、石原あや、末原紀

　 　 　 　 美代、大橋一友

61.入院している小児の 単 2013年12月 兵庫医療大学紀 入院している小児の転倒・転落に関する文献検討を行い、研究の現

転倒・転落に関する 　 　 要,1(2),3〜14 状と今後の課題を明らかにするため、国内の文献54件、国外の文献

文献検討 　 　 　 13件の計67件を分析した。転倒・転落防止を説明するためのパンフ

　 　 　 　 レットやDVD、アセスメントツールに関する研究が多く報告されてい

　 　 　 　 た。しかし、国内の文献では転倒・転落率が統一されておらず、ア

　 　 　 　 ウトカムが十分に検証されていない現状がみられた。今後の課題と

　 　 　 　 しては、小児の転倒・転落に関するインシデントの報告基準の明確

　 　 　 　 化と、転倒率、転落率の統一化であることが明らかとなった。

62.Pediatric falls: 共 2013年12月 Japan Journal of 入院している小児の転倒・転落の影響要因を明らかにすることを目

effect of 　 　 Nursing 的として調査を行った。転倒・転落率は平均1.36 (1000 patient

prevention 　 　 Science,10(2), days)であった。転倒・転落率を低下させる影響要因として、平均在

measures and 　 　 223-231　　　　　 院日数が長いこと、転倒・転落ハイリスク患者の情報共有の実施、

characteristics of 　 　 　　　　　　　　 新人看護師の研修の回数が多いこと、患者家族へのパンフレットを

pediatric wards 　 　 　　　　　　　 用いたベッド柵の取り扱いについての説明などが明らかとなった。

（査読付き） 　 　 　

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、藤田真由子、藤原千惠子

63.催眠剤、鎮静剤、麻 共 2013年7月 日本小児看護学会 看護師が判断する小児の催眠剤、鎮静剤、麻酔剤使用後の転倒・転

酔剤使用後の小児に 　 　 誌,22(2),54-60 落に注意が必要な時間の指標を明らかにすることを目的として調査

ついて転倒・転落に 　 　 　 を行った。小児看護経験が5年以上の看護師を対象に2回のデルファ

注意を要する時間の 　 　 　 イ法を実施した。転倒・転落に注意が必要な時間の指標として、ト

指標－デルファイ法 　 　 　 リクロホスナトリウムシロップは3時間、抱水クロラール坐剤3時

を用いた看護師の判 　 　 　 間、ミダゾラム6時間、チアミラールナトリウム3時間、全身麻酔手

断基準の調査－（査 　 　 　 術の帰室後は6時間であることが明らかとなった。

読付き） 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、藤原千惠子
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3 学術論文
64.入院している小児へ 共 2013年4月 第43回日本看護学 入院している小児への転倒防止対策と転落防止対策について明らか

の転倒防止対策と転 　 　 会論文集：看護管 にするため、半構成面接を行った。次に明らかとなった転倒・転落

落防止対策の実施状 　 　 理,43,15-18 防止対策をもとにアンケートを作成し横断調査を行った。半構成面

況（査読付き） 　 　 　 接では転倒防止対策が14項目、転落防止対策が24項目が明らかと

　 　 　 　 なった。転倒防止対策30項目、転落防止対策36項目とその実施状況

　 　 　 　 が明らかとなった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、藤原千惠子　

65.入院している小児の 共 2013年3月 日本小児看護学会 入院している小児のサークルベッドからの転落の危険因子について

サークルベッドから 　 　 誌,22(1),32-39 明らかにすることを目的として，小児看護経験が5年以上の看護師を

の転落に関する危険 　 　 　 対象に3段階のデルファイ法による調査を実施した。第1段階は看護

因子－デルファイ法 　 　 　 師14名に半構成面接を行った。第2段階は看護師65名、第3段階では

による調査－（査読 　 　 　 52名に対して質問紙調査を行った。明らかとなった転落の危険因子

付き） 　 　 　 は、年齢・発達6項目、性別1項目、性格・パーソナリティ10項目、

　 　 　 　 疾患・症状・治療4項目、付き添い者の状況9項目、入院環境4項目の

　 　 　 　 計34項目であった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、藤原千惠子　

66.小児用転倒・転落リ 単 2013年3月 兵庫医療大学紀 全国の病院で使用されている小児用の転倒・転落リスクアセスメン

スクアセスメント 　 　 要,1(1),35-45 トツール28件の危険因子および使用方法について明らかにすること

ツール28件の分析 　 　 　 を目的として調査を行った。危険度が3段階のアセスメントツールの

（査読付き）　　 　 　 　 カットオフポイントの平均は危険度Ⅱが8.1点（最大得点の20.6

　 　 　 　 ％）、危険度Ⅲが17.1点（最大得点の40.6％）であった。28件の危

　 　 　 　 険因子を分類した結果、明らかとなった危険因子は114項目、20カテ

　 　 　 　 ゴリーであった。

67.入院する小児のベッ 共 2012年11月 日本小児看護学会 小児が入院する際の、サークルベッドと成人用ベッドの選択基準の

ド選択基準の現状お 　 　 誌,21(3),37-43 現状を明らかにし、選択基準と転倒・転落率との関連を検討した。

よび転倒・転落率と 　 　 　 成人用ベッドを使用し始める年齢は「3歳以上4歳未満」（26.4％）

の関連－総合病院 　 　 　 と「4歳以上5歳未満」（28.2％）が多かった。成人用ベッドを使用

252施設における調査 　 　 　 し始める年齢が4歳未満の施設と4歳以上の施設で転倒・転落率を比

－（査読付き）　 　 　 　 較すると、4歳以上の施設で転倒・転落率が高かった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、藤原千惠子　　

68.全国の総合病院にお 共 2012年11月 小児保健研究,71 小児の入院環境が先行研究と比較してどのように変化しているかを

ける小児の入院環境 　 　 (6),883-889 調査した。プレイルームがある施設は小児病棟113施設（97.4％）、

の実態調査（査読付 　 　 　 混合病棟108施設（79.4％）であった。院内学級の設置は小児病棟

き） 　 　 　 59施設（50.9％）、混合病棟38施設（27.9％）、保育士の配置は小

　 　 　 　 児病棟71施設（61.2％）、混合病棟33施設（24.3％）であり、10年

　 　 　 　 前の調査と比較して設置率、配置率は高くなっていた。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、石原あや、藤井真理子、藤原千惠子

69.小児との混合病棟に 共 2012年3月 第42回日本看護学 小児との混合病棟に入院する成人患者の転倒・転落と入院環境との

入院する成人患者の 　 　 会論文集:成人看護 関連について調査を行った。成人患者の転倒・転落率の平均は1.06

転倒・転落と入院環 　 　 Ⅰ,42,196-199 （1,000 患者日）であった。看護師1人あたりの病床数が多い施設で

境との関連（査読付 　 　 　 は転倒・転落率が高かった。病棟内にプレイルームがある施設では

き） 　 　 　 転倒・転落率が低かった。小児患者と成人患者で一定期間担当チー

　 　 　 　 ムを分けている施設では転倒・転落率が低かった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、藤原千惠子　

70.小児の転倒・転落リ 共 2012年2月 日本看護学会論文 小児に対するアセスメントツールの使用状況と転倒・転落率との関

スクアセスメント 　 　 集：小児看護,42, 連について調査した。小児にアセスメントツールを使用している施

ツールの使用状況と 　 　 80-83 設は75.4％であったが、アセスメントツールの種類は小児専用が

その効果（査読付 　 　 　 39.5％、成人と共通が60.5％であった。転落率はアセスメントツー

き） 　 　 　 ルを使用している施設で有意に低かったが、種類別では成人と共通
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3 学術論文
　 　 　 　 のアセスメントツールを使用している施設の方が転落率は低かっ

　 　 　 　 た。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、藤原千惠子

71.成人との混合病棟に 共 2011年7月 小児看護,34(7), 成人と小児の混合病棟で実践されている小児看護の現状と問題点、

おける小児看護に関 　 　 918-924 および今後の課題を文献検討により明らかにすることを目的として

する国内文献の検討 　 　 　 調査を行った。対象文献は27件であり、混合病棟の入院環境に関す

（査読付き） 　 　 　 る文献は6件、成人患者との関係に関する文献は6件、混合病棟の看

　 　 　 　 護師の特性に関する文献は15件であった。小児病棟から混合病棟に

　 　 　 　 移行した施設の看護師を対象とした縦断的研究や混合病棟への介入

　 　 　 　 研究はされておらず、今後の課題が明らかとなった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、藤井真理子、石原あや　

72.小児看護を実践する 共 2011年6月 日本看護研究学会 小児看護を実践する看護師を対象として、属性、個人特性、職務ス

看護師の属性，個人 　 　 雑誌,33(2),85-94 トレスが離職願望に与える影響を明らかにすることを目的として調

特性，職務ストレス 　 　 　 査を行った。小児病棟では、離職願望に対して家族同室割合は負の

が離職願望に与える 　 　 　 関連があり、夜勤回数、職務ストレス認知の「看護者間の人間関

影響－小児病棟と成 　 　 　 係」、コーピング特性の「回避と抑制」は正の関連がみられた。混

人との混合病棟での 　 　 　 合病棟では、離職願望に対して小児看護経験年数、ホープ特性は負

分析と比較－（査読 　 　 　 の関連があり、職務ストレス認知の「業務量」は正の関連がみられ

付き）　 　 　 　 た。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、藤原千惠子

73.成人との混合病棟で 単 2011年4月 第40回日本看護学 小児と成人の混合病棟の15施設に勤務する看護師を対象に、職務ス

小児看護を実践する 　 　 会論文集:看護管 トレス認知について調査した。小児患者主体の病棟の看護師(72名)

看護師の職務ストレ 　 　 理,40,312-314 と成人患者主体の病棟の看護師(58名)とで比較検討した。「難しい

ス－小児患者割合別 　 　 　 対象への関わり」と「看護者間の人間関係」の職務ストレス認知が

での比較－（査読付 　 　 　 小児主体群で有意に高く、「子どもに適した設備・備品」の職務ス

き） 　 　 　 トレス認知が成人主体群で有意に高かった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察　

　 　 　 　

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能 共著者名

　 　 　 　 ：藤田優一、藤原千惠子

74.夜勤形態による小児 共 2009年4月 第39回日本看護学 小児看護に携わる看護師を対象に小児看護師の職務ストレッサー尺

看護を実践する看護 　 　 会論文集：看護管 度による調査を行い、病棟形態ごとに夜勤形態別(2交代と3交代)の

師の職務ストレス認 　 　 理,39,321-323 比較を行った。小児病棟では2交代群で2項目の職務ストレス認知が

知の違い（査読付 　 　 　 有意に低く、3交代群で1項目が有意に低かった。混合病棟では2交代

き）　 　 　 　 群で3項目の職務ストレス認知が有意に低かった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、藤原千惠子

75.仮設住宅から復興住 共 2002年5月 日本災害看護学会 阪神・淡路大震災後、約6年にわたり第1第2仮説住宅に暮らす高齢住

宅に移った高齢住民 　 　 誌, 4(1),46-60 民31名,平均74歳を対象に,復興住宅へ転居後も追跡して「健康と生

の健康と生活に関す 　 　 　 活」に関する半構成的面接調査を実施した.過去4回の調査結果と比

る調査　5回目の追跡 　 　 　 較しながら分析した結果,過去4回の調査と比較し,対象は仮設生活者

調査より（査読付 　 　 　 から,復興住宅で個としての市民生活に適応しようとしていると考え

き） 　 　 　 られた.家族同様に主要なサポート提供者として,かかりつけ医・生

　 　 　 　 活指導員がみられ,高齢対象は,配偶者や兄弟等の身近な人の死によ

　 　 　 　 りサポートが減少していると考えられた

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能　

　 　 　 　 池田清子, 山本靖子, 中野智津子, 能川ケイ, 大野かおり, 細見明

　 　 　 　 代, 松田悟, 松田こずえ, 藤田優一

76.復興住宅住民に対す 共 2002年3月 神戸市看護大学短 災害復興住宅の居住者203名を対象にソーシャル・サポート活用の実

る有効なソーシャ 　 　 期大学部紀要, 際を明らかにするために調査を行った。57名より回答があり、生活

ル・サポート活用の 　 　 21, 145-150 支援相談員、家族、親戚、主治医などの1〜2つを活用していた実態が
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3 学術論文
検討（査読付き） 　 　 　 明らかとなった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能　

　 　 　 　 大野かおり, 能川ケイ, 中野智津子, 山本靖子, 池田清子, 細見明

　 　 　 　 代, 太田深雪, 松田悟, 中西こずえ,藤田優一

77.復興住宅住民の健康 共 2001年3月 神戸市看護大学短 阪神・淡路大震災後,災害復興住宅で実施している健康チェックに参

と生活を支える援助 　 　 期大学部紀要, 加した89名に対して,生活と健康に関するニーズを把握し援助の方向

（査読付き）　 　 　 20, 91-96 性を検討するために構成的面接調査を行った.その結果,6割以上が高

　 　 　 　 齢者であり,加齢からくる健康障害や自覚症状があったが,住居環境

　 　 　 　 が改善したこともあり主観的にみて健康状態が良いとする者は58%い

　 　 　 　 た.

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能　

　 　 　 　 大野かおり, 能川ケイ, 中野智津子, 池田清子, 細見明代, 山本靖

　 　 　 　 子, 太田深雪, 松田悟, 中西こずえ, 藤田優一

78.復興住宅における高 共 2001年3月 神戸市看護大学短 阪神・淡路大震災から4年にわたり継続して協力が得られた39名の対

齢住民の健康と生活 　 　 期大学部紀要, 象について,復興住宅において追跡調査を実施した.その結果,新たに

　4回目の追加調査よ 　 　 20, 97-102 健康上の問題が増加している傾向はみられなかったが,仮設住宅の時

り（査読付き）　 　 　 　 期から抱えている慢性病や,復興住宅という物理的・人的環境要因か

　 　 　 　 ら新たに生活上のストレスが生じていることが示唆された.39名中7

　 　 　 　 名(18%)に抑鬱傾向がみられ,今後も継続して調査を行ないながら,復

　 　 　 　 興住宅における看護支援の課題を明らかにする必要がある

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能　

　 　 　 　 池田清子, 山本靖子, 中野智津子, 能川ケイ, 大野かおり, 細見明

　 　 　 　 代, 松田悟, 中西こずえ, 藤田優一

その他
１．学会ゲストスピーカー

1.国際交流委員会：日 共 2022年7月 第32回日本小児看 　

本に在住されている 　 　 護学会学術集会： 　

海外のこどもへのケ 　 　 テーマセッション 　

アの現状 　 　 　 　

2.リスク・ベネフィッ 共 2014年12月 第34回日本看護科 臨床実践でリスクの高い小児病棟での転倒・転落予防と高齢者施設

トのバランスを評価 　 　 学学会学術集会交 における誤嚥性肺炎の予防に焦点をあて、ベネフィットとリスクと

した看護実践への挑 　 　 流セッション（名 のバランスについて考察し、参加者と活発なディスカッションを通

戦　小児と高齢者看 　 　 古屋市） して、リスク・ベネフィットに関するエビデンスについて情報交換

護のベストプラク 　 　 　 を行った。

ティス 　 　 　 共同発表者：山川みやえ、藤田優一、山田正己、伊藤美樹子、心光

　 　 　 　 世津子、樋上容子、植木慎悟、山田絵里、渡邊浩子、牧本清子

3.入院している小児の 共 2012年7月 日本小児看護学会 「小児患者用の転倒・転落リスクアセスメントツールの実用化にむ

転倒・転落防止に向 　 　 第22回学術集会 けて」

けた取り組み 　 　 テーマセッション 小児のアセスメントツールの使用状況と、作成手順について話題提

　 　 　 （盛岡市） 供を行った。

　 　 　 　 共同発表者：藤田優一、湯浅真裕美、二星淳吾、藤原千惠子

２．学会発表
1.Ward-specific 共 2024年7月 日本小児看護学会 Mika Kitao, Hitoshi Ogasawara, Minae Fukui, Shingo Ueki,

Differences in 　 　 第34回学術集会 Yuichi Fujita

Pediatric 　 　 （大阪市） 　

Hospitalization 　 　 　 　

Environments 　 　 　 　

2.Conducting a 共 2024年7月 日本小児看護学会 Yuichi Fujita, Minae Fukui, Hitoshi Ogasawara, Mika Kitao,

Delphi Technique 　 　 第34回学術集会 Shingo Ueki

Survey: Exploring 　 　 （大阪市） 　

Support Strategies 　 　 　 　

to Alleviate 　 　 　 　

Parental Burden, 　 　 　 　

Emphasizing 　 　 　 　

Infection Control 　 　 　 　

and Safeguarding 　 　 　 　
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Children’s Rights 　 　 　 　

3.Evaluating Nurses’ 共 2024年7月 日本小児看護学会 Hitoshi Ogasawara, Minae Fukui, Mika Kitao, Yuichi Fujita

Decision-Making 　 　 第34回学術集会 　

Support for 　 　 （大阪市） 　

Adolescents with 　 　 　 　

Cancer at End-of- 　 　 　 　

Life and Their 　 　 　 　

Parents: A Delphi 　 　 　 　

Technique Study 　 　 　 　

4.重篤な疾患を持つ児 共 2024年7月 日本小児看護学会 原口 梨那、北尾 美香、藤田 優一

の治療に関する協働 　 　 第34回学術集会 　

意思決 定で実施され 　 　 （大阪市） 　

る看護支援と関連す 　 　 　 　

る要因 　 　 　 　

5.感染対策を考慮した 共 2024年6月 第71回日本小児保 　

子どもの権利を擁護 　 　 健協会学術集会 　

するための支援、付 　 　 （札幌市） 　

き添い者の負担軽減 　 　 　 　

をするための支援　 　 　 　 　

病棟形態別の実施可 　 　 　 　

能率の比較 　 　 　 　

6.Factors Affecting 共 2024年3月 27th EAFONS 2024 日本に住む日本人と外国籍の子どもたちのQOLに影響を与える要因に

Quality of Life in 　 　 conference（香 ついて質問紙調査によって明らかにした。調査は7~17歳の子どもを

Children of 　 　 港） もつ日本人の親300人、外国籍の親100人を対象に行った。分析はt検

Foreign 　 　 　 定、カイ二乗検定、重回帰分析を行った。分析の結果、外国籍の母

Nationality Living 　 　 　 親は「正規雇用」の割合が高く、日本人の母親は「専業主婦」の割

in Japan and 　 　 　 合が高かった。また、日本人の子どものQOLには、宗教上の食事の制

Japanese Children 　 　 　 限、子どもの持病、母親のソーシャルネットワークが影響してい

　 　 　 　 た。外国籍の子どものQOLには、宗教上の食事の制限、経済状況、食

　 　 　 　 糧援助の利用、朝食の摂取状況が影響していた。

　 　 　 　 共著者名:小笠原史士、脇本景子、福井美苗、工藤大祐、加藤丈太

　 　 　 　 郎、藤井達矢、大坪明、藤田優一

7.Concept Analysis 共 2024年3月 27th EAFONS 2024 思春期がん患者とその親の意思決定支援について、国内外の文献か

in Decision-Making 　 　 conference(香 ら概念分析を行った。分析の結果、7つの属性【患者や親との信頼関

Support for 　 　 港) 係の構築】【患者のニーズや病状への思いについてのアセスメン

Adolescents with 　 　 　 ト】【親の価値観や考えについてのアセスメント】【意思決定をす

Cancer and Their 　 　 　 るための適切な情報提供】【患者の意思表出を促す援助】【親と患

Parents 　 　 　 者の思いや考えが対立する際の仲介役】【患者や親の選択への寄り

　 　 　 　 添い】、4つの先行要件、3つの帰結が抽出された。

　 　 　 　 共著者名：小笠原史士、福井美苗、北尾美香、藤田優一

8.小児アレルギーエ 共 2023年8月 日本看護研究学会 西田紀子、植木慎悟、藤田優一

デュケーターが実践 　 　 第49回学術集会 　

する学童に対する食 　 　 　 　

物アレルギー療養指 　 　 　 　

導の内容—心理社会 　 　 　 　

的側面に着目して— 　 　 　 　

　 　 　 　

9.思春期がん患者のエ 共 2023年7月 日本小児看護学会 思春期がん患者のエンドオブライフにおける患者と親の意思決定を

ンドオブライフにお 　 　 第33回学術集会 支えるために看護師が実践している具体的な内容を明らかにするた

ける患者と家族の意 　 　 　 めに、思春期がん患者のエンドオブライフケア経験のある小児看護

思決定を支える支援 　 　 　 経験5年以上の看護師を対象にインタビュー調査を実施した。看護師

　 　 　 　 の実践内容は【患者の疾患や予後に対する認識の情報収集】【患者

　 　 　 　 の意思決定を促す援助】【親の意思決定を支えるための関わり】

　 　 　 　 【患者や親の意思決定を支えるための医療者間の連携】【患者が意

　 　 　 　 思決定できるための心理面・体調面のコントロール】の5つのカテゴ

　 　 　 　 リに分類された。その内容は、患者や親に直接的に働きかける内容

　 　 　 　 だけでなく、認識のアセスメントや他職種での連携など間接的に働

　 　 　 　 きかける内容もみられた。 共著者名： 小笠原史士 、福井美苗、北

　 　 　 　 尾美香、藤田優一
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10.新生児集中ケア認定 共 2023年7月 第33回日本小児看 原口梨那、北尾美香、藤田優一

看護師が経験した重 　 　 護学会学術集会 　

篤な疾患を持つ児の 　 　 　 　

治療方針の協働意思 　 　 　 　

決定で困難と感じた 　 　 　 　

状況 　 　 　 　

11.コロナ禍で入院する 　 2023年7月 第32回日本小児看 感染対策を行いつつ実施している「子どもの権利擁護」および「付

子どもとその親に対 　 　 護学会学術集会 き添いや面会に関する親の負担軽減」の具体的な工夫点について、

する看護師の実践： 　 　 　 看護師長または副看護師長を対象にインタビュー調査によって明ら

子どもの権利擁護と 　 　 　 かにした。付き添いや面会に関する子どもの権利擁護への工夫点に

付き添いや面会に関 　 　 　 ついては、13コードを抽出し4つのカテゴリに、付き添いや面会に関

する親の負担軽減へ 　 　 　 する親の負担軽減への工夫点については、22のコードを抽出し、4つ

の工夫 　 　 　 のカテゴリに類型化された。

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、植木慎悟、北尾美香、福井美苗、小笠原史士

12.外国にルーツをもつ 共 2023年2月 国際ボランティア 外国にルーツをもつ子どもの学習支援ボランティア「ふでばこ」に

子どもの学習支援ボ 　 18日 学会第24回大会 参加する学生6名、卒業生3名を対象としたインタビュー調査を行

ランティア「ふでば 　 　 （東京） い、①困難に感じること、②今後「ふでばこ」がどうなればいい

こ」に参加する学 　 　 　 か、③団地住民と共に支え合って生活するには、について明らかに

生、卒業生を対象と 　 　 　 した。

したインタビュー調 　 　 　 困難に感じることについては、「ボランティアメンバーの人員不

査（第２報）－困難 　 　 　 足」「似た境遇の子ども同士で集まると楽しくなって集中できない

に感じること、今後 　 　 　 ことがある」、今後「ふでばこ」がどうなればいいかについては、

の「ふでばこ」、団 　 　 　 「楽しい思い出の場所になってほしい」「多くの外国にルーツをも

地住民と共に支え 　 　 　 つ子どもに参加してもらいたい」、などがみられた。

合って生活するには 　 　 　 共著者名：藤田優一、堀江正伸、大坪明、藤井達矢、脇本景子、加

－ 　 　 　 藤丈太郎、工藤大祐、小笠原史士、福井美苗

13.外国にルーツをもつ 共 2023年2月 国際ボランティア 外国にルーツをもつ子どもの学習支援ボランティア「ふでばこ」に

子どもの学習支援ボ 　 18日 学会第24回大会 参加する学生6名、卒業生3名を対象としたインタビュー調査を行

ランティア「ふでば 　 　 （東京） い、①活動に参加した動機、②活動を継続している理由、について

こ」に参加する学 　 　 　 明らかにした。活動に参加した動機としては、「日本語がうまく話

生、卒業生を対象と 　 　 　 せない子どもたちの役に立ちたかった」「学生生活で頑張ったと思

したインタビュー調 　 　 　 えることをしたかった」などがみられた。活動を継続している理由

査（第1報）－活動に 　 　 　 としては、「子どもたちの居場所づくりになる」「子どもたちが楽

参加した動機、活動 　 　 　 しんでくれてうれしい」などがみられた。

を継続している理由 　 　 　 共著者名：堀江正伸、藤田優一、大坪明、藤井達矢、脇本景子、加

－ 　 　 　 藤丈太郎、工藤大祐、小笠原史士、福井美苗

14.大規模団地で新型コ 共 2023年2月 第7回武庫川女子大 武庫川団地における夏祭りの子どもたちにとっての意義あるいは役

ロナ後に再開された 　 15日 学研究成果の社会 割を改めて探るために、食物栄養科学科脇本ゼミでの模擬店と、教

「夏祭り」の子ども 　 　 還元促進に関する 育学科藤井ゼミのらくがきトラックに参加した子どもたちにアン

達にとっての意義： 　 　 発表会（学内発表 ケート調査を行った。175件の回答があり、小学生が100 件と最も多

高須夏祭りでのアン 　 　 会） かった。小学生の半数近くが団地内の居住で、83％が夏祭りに複数

ケート調査を通して 　 　 　 回来ていた。楽しさの程度では94％が「とても楽しい」と答えてい

　 　 　 　 た。また、小学生は他国出身の友達と共に参加した者の割合は 11％

　 　 　 　 であった。

　 　 　 　 共著者名：大坪明、藤田優一、藤井達矢、脇本景子、加藤丈太郎、

　 　 　 　 工藤大祐、福井美苗、小笠原史士

15.学習支援ボランティ 共 2023年2月 第7回武庫川女子大 「ふでばこ」に参加する本学の学生6名、卒業生3名を対象に、活動

ア「ふでばこ」に参 　 15日 学研究成果の社会 の動機、活動で困難に感じること、今後「ふでばこ」がどのように

加する学生、卒業生 　 　 還元促進に関する なっていったらいいと考えるか、についてインタビュー調査を行い

を対象としたインタ 　 　 発表会（学内発表 明らかにした。活動の動機としては、「子どもたちの役に立ちた

ビュー調査 　 　 会） かった」や「子どもと関わる貴重な機会になると思った」「子ども

　 　 　 　 たちが楽しんでくれてうれしい」「子どもたちの居場所づくりにな

　 　 　 　 る」などの意見がみられた。外国にルーツを持つ子どもたちだけが

　 　 　 　 参加できる「ふでばこ」は貴重な「居場所」であると学生は認識し

　 　 　 　 ていた。今後は支援の規模を拡大したいという意見があった一方

　 　 　 　 で、ボランティアメンバーの不足や会場の人数制限などの困難を感

　 　 　 　 じていた。

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、福井美苗、工藤大祐、小笠原史士、脇本景

　 　 　 　 子、加藤丈太郎、藤井達矢、大坪明
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16.Differences in 共 2023年2月 26th East Asia Fukui M, Ogasawara H,Kitao M, Honda J, Fujita Y

Practice and 　 　 Forum of Nursing 　

Degree of 　 　 Scholars 　

Significance to 　 　 　 　

Enhance 　 　 　 　

Decisionmaking 　 　 　 　

Abilities for 　 　 　 　

Pediatric Nurses 　 　 　 　

in Japan 　 　 　 　

17.Difficulties faced 　 2023年2月 26th East Asia Kitao M, Fujita Y, Ueki S

by elementary 　 　 Forum of Nursing 　

school nurse 　 　 Scholars 　

teachers in 　 　 　 　

dealing with 　 　 　 　

students with 　 　 　 　

cleft lips and/or 　 　 　 　

palates 　 　 　 　

18.生後1ヵ月から2ヵ月 共 2021年5月 第68回日本小児保 上田香, 藤田優一, 植木慎悟

児を育てる母親の育 　 　 健協会学術集会 　

児生活肯定感に影響 　 　 　 　

する要因の検討 　 　 　 　

19.アナフィラキシーの 共 2020年12月 第40回日本看護科 アナフィラキシーの既往がある食物アレルギー児の幼児期の心理社

既往がある食物アレ 　 　 学学会学術集会、 会的問題に対して母親が有効と認識した対応を明らかにするため、

ルギー児の幼児期の 　 　 2020.12 FA 児の母親8 名に半構造化面接を行った。７カテゴリ『FA 児が主

心理社会的問題への 　 　 　 体となる食体験の計画』『他児と体験が共有できる環境の調整』

母親が有効と認識し 　 　 　 『FA 児の気持ちへの共感』『外出時にアレルギー対応食を食べさせ

た対応 　 　 　 る準備』などが明らかとなった。

　 　 　 　 共著者名：西田紀子、植木慎悟、藤田優一

20.重症心身障がい児の 共 2020年12月 第40回日本看護科 在宅重症児の養育者がレスパイト入院中に看護師に期待する支援と

養育者がレスパイト 　 　 学学会学術集会、 実際に受けた支援および重症児の重症児スコアとの関連性を明らか

入院中に看護師に期 　 　 2020.12 にするため横断調査を行った。レスパイト入院中の看護支援は養育

待する支援と実際に 　 　 　 者の期待に到達しておらず、重症児の医療的ケアが高度なほどより

受けた支援 　 　 　 丁寧な看護支援を期待することが明らかとなった。徳島佐由美、藤

　 　 　 　 田優一、植木慎悟

21.初年次基礎教育科目 共 2020年12月 第40回日本看護科 e-ラーニングを活用した効果的な教育を検討するために、1年次基礎

におけるGoogleクラ 　 　 学学会学術集会、 教育科目「疾病治療概論」のGoogleクラスルームにおける小テスト

スルームを使用した 　 　 2020.12 について、学生72名の自由記述データの質的分析からその有用性を

小テストに対する学 　 　 　 明らかにした。質的分析から生成されたカテゴリは①動機付けの仕

生からの評価:第2報 　 　 　 組みとなる、②学習定着の仕組みとなる、③利用しやすい、④理解

　 　 　 　 の促進に役立つであった。

　 　 　 　 共著者名：清水佐知子、藤田優一、池田七衣、本間裕子、心光世津

　 　 　 　 子、田丸朋子、久山かおる、布谷麻耶

22.初年次基礎教育科目 共 2020年12月 第40回日本看護科 授業時間後にweb経由で配信する小テストの活用の示唆を得るため、

におけるGoogleクラ 　 　 学学会学術集会、 1年次前期専門科目において、Googleクラスルームで配信する小テス

スルームを使用した 　 　 2020.12 トに対する74名学生からの評価および意見について明らかにした。

小テストに対する学 　 　 　 「小テストをすることは授業内容の理解に役立ちましたか」の質問

生からの評価：第1報 　 　 　 では、“そう思う”が40名56.3％）で最も多かった。今後も

　 　 　 　 「Googleクラスルームを使った小テスト」を希望する学生は47名

　 　 　 　 (65.3％)と最も多かった。

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、清水佐知子、池田七衣、心光世津子、布谷麻

　 　 　 　 耶、田丸朋子、本間裕子、久山かおる

23.小児科の診療所で勤 共 2020年9月 日本小児看護学会 小児科の診療所で勤務する看護師の教育の現状とニーズについて明

務する看護師の教育 　 　 第30回学術集会　 らかにすることを目的として調査を実施した。64施設よりアンケー

の現状とニーズに関 　 　 （オンライン学術 トが返送され、子どもの看護について独学で学ぶ際に使用している

する調査　 　 　 集会） 教材は複数回答で、「小児看護のテキストや雑誌」85.5％、「イン

　 　 　 　 ターネット」72.7％であった。学びたい程度の平均値が高かった項

　 　 　 　 目は、「アレルギーについて」「予防接種について」などであっ

　 　 　 　 た。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察
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　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能　　　　

　 　 　 　 　　　　　　　

　 　 　 　 共著者名： 藤田優一、植木慎悟、北尾美香

24.スマートフォンのビ 共 2020年9月 日本小児看護学会 2年次における絵本の読み聞かせの演習時に、スマホで動画撮影して

デオ機能を用いた自 　 　 第30回学術集会　 振り返る方法が読み聞かせ技術にどの程度影響するのかを聞き手の

己の振り返りによる 　 　 （オンライン学術 立場から評価することを目的として調査を実施した。83人のデータ

絵本の読み聞かせ技 　 　 集会） を分析した結果、読み聞かせ技術の9項目すべてにおいて、2回目の

術評価 　 　 　 方が1回目より有意に高い結果となった。学習達成度の平均は86.50

　 　 　 　 ％、学習満足度の平均は89.17％であった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能　　　　

　 　 　 　 　

　 　 　 　 共著者名：植木慎悟、北尾美香、藤田優一

25.唇顎口蓋裂のある小 共 2020年6月 日本小児看護学会 唇顎口蓋裂のある小学生の学校生活における疾患に関連した体験を

学生の学校生活にお 　 　 第30回学術集会　 明らかにすることを目的に、小学校4〜6年生の唇顎口蓋裂児12名を対

ける疾患に関連した 　 　 （オンライン学術 象に半構造化面接調査を行った。分析の結果、子どもが学校生活に

体験 　 　 集会） おいて疾患に関連した体験は【CLPに関連した対応】【他人からの援

　 　 　 2020年9月19日〜 助】【CLPに関連した対応の拒否】【CLPに関する不快な気分】

　 　 　 2020年9月30日 【CLPに関する不快な気分のなさ】【CLPに関連した友達への思い】

　 　 　 　 【CLPに関する友達からの疑問】【CLPに関連する学校生活の制限】

　 　 　 　 に分類された

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：北尾美香、植木慎悟、藤田優一

26.口唇裂・口蓋裂の孫 共 2020年6月 第44回 日本口蓋裂 孫の口唇裂・口蓋裂疾患についての告知直後から口唇形成術後まで

をもつ祖母の心理状 　 　 学会総会・学術集 の祖母の心理状態を明らかにすることを目的に、口唇形成術後 (生

態　「娘・家族に関 　 　 会　（日本口蓋裂 後約3か月) の孫をもつ父方あるいは母方祖母15人を対象に半構造化

連する心理的側面」 　 　 学会雑誌　抄録号 面接調査を行った。分析の結果、「娘・家族に関連する心理的側

　 　 　 （第45巻2号p. 面」は、〔娘の苦悩や家族への影響に対する懸念〕、〔娘の支援へ

　 　 　 171）誌面開催） の決心〕、〔普通に対応する娘への安堵感〕、〔家族の力による安

　 　 　 　 心感〕の6カテゴリ0に分類された

　 　 　 　 本人担当部分： 分析の妥当性

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名： 熊谷由加里, 藤田優一, 北尾美香, 植木慎悟, 池美保,

　 　 　 　 古郷幹彦

27.小児患者の退院困難 共 2019年8月 日本小児看護学会 前田由紀, 藤田優一, 藤原千惠子

な要因—デルファイ 　 　 第29回学術集会 　

法による調査—、日 　 　 （札幌市） 　

本小児看護学会弟29 　 　 　 　

回学術集会 　 　 　 　

28.重症心身障がい児の 共 2019年8月 日本小児看護学会 徳島佐由美, 藤田優一, 藤原千恵子, 中山昌美

短期入所（院）にお 　 　 第29回学術集会 　

ける養育者の安心に 　 　 （札幌市） 　

繋がる要因 　 　 　 　

29.口唇裂・口蓋裂の孫 共 2019年4月 第41回口蓋裂学会 熊谷由加里, 藤田優一, 北尾美香, 植木慎悟, 池美保, 古郷幹彦,

をもつ祖母の心理状 　 　 総会・学術集会 藤原千惠子

態　孫に関連する心 　 　 （新潟市） 　

理的側面 　 　 　 　

30.幼児の採血場面にお 共 2018年9月 第48回日本看護学 A病院の小児科外来の看護師5名を対象に、幼児の採血場面の参加観

ける小児科外来の看 　 　 会：ヘルスプロ 察を実施し、幼児の採血場面における小児科外来の看護師による声

護師による声かけ 　 　 モーション（岡 かけの内容について明らかにした。参加観察中に看護師が採血をし

　 　 　 山） た児は1〜6歳の11名であった。看護師の声かけの記録単位は127件あ

　 　 　 　 り、コード数は43であった。これらのコードを分類し、12カテゴ

　 　 　 　 リー、4つの場面に分けられた。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能　

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、吉田陽子、北尾美香、植木慎悟、藤原千惠子

　 　 　 　

31.スマートフォンで操 共 2018年9月 平成30年度教育改 1年次後期の初年次教育科目「初期演習」90名において、プレゼン
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作するクリッカーに 　 　 革ICT戦略大会（東 テーション能力の向上のため同じ業種のアルバイト同士でグループ

よるアルバイトのプ 　 　 京） となりスライドを作成して発表した。他者評価として、スマート

レゼンテーションの 　 　 　 フォンから匿名で回答できる無料のwebアプリのクリッカー

評価 　 　 　 “Clica”を使用した。“Clica”での評価は教室内のWi-Fiを使用し

　 　 　 　 トラブルはなく、「簡単にログインできた」という回答がほとんど

　 　 　 　 であった。学生からの感想として、「他の学生から評価されるので

　 　 　 　 頑張ろうと思えた」「プレッシャーで緊張したが発表できた」「採

　 　 　 　 点しないといけないので積極的に聴けた」などがみられた。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能　

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、清水佐知子

32.Effectiveness and 共 2018年8月 International 136施設から回答を得たアンケート調査によって、小児科外来におけ

smoothness of the 　 　 Conference on る診察前・診察中・検査中のスムーズな診療につなげる看護技術の

implementation of 　 　 Nursing Science 項目が明らかとなった。子どもや親の安全性につながる技術はそれ

paediatric 　 　 & Practice 2018 ほど多くの施設では行われていなかったが、それらはコストがかか

outpatient nursing 　 　 London, UK る理由も考えられる。費用対効果を考慮したほかの技術も考慮され

techniques in 　 　 　 る。本人担当部分：データ分析、抄録作成、発表担当ページ：共同

Japan. 　 　 　 研究につき本人担当部分の抽出は不可能　

　 　 　 　 植木慎悟、藤田優一、北尾美香、藤原千惠子

33.ジグソー法を用いた 共 2018年8月 日本看護学教育学 看護学科2年次後期の小児看護学演習科目において、協調学習のひと

グループワークに対 　 　 会第28回学術集会 つであるジグソー法を取り入れたグループワークを実施し、学生か

する学生からの評価 　 　 （横浜） らの評価について明らかにした。65名より回答があり、グループ

：小児看護学演習科 　 　 　 ワークの満足度の平均は100点満点中80.5点であった。自由回答では

目における看護過程 　 　 　 「メンバーに欠席者がいると負担が大きくなる」などの意見がみら

の展開 　 　 　 れた。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、北尾美香、植木慎悟、藤原千惠子

34.小児の転倒・転落防 共 2018年7月 日本小児看護学会 小児が入院する17病棟に勤務する看護師332名を対象として、転倒・

止対策に対する看護 　 　 第28回学術集会 転落防止対策に対する実施すべきという認識と病棟の転倒・転落防

師の認識と病棟の転 　 　 （名古屋） 止に対する取り組みの状況との関連性について明らかにすることを

倒・転落防止に対す 　 　 　 目的として調査を行なった。110名より回答があり、転倒・転落防止

る取り組みの状況と 　 　 　 対策44項目の認識のうち、病棟の取り組みの状況と有意な相関がみ

の関連 　 　 　 られた対策は17項目であった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能　

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、植木慎悟、北尾美香、藤原千惠子

35.小学校教諭の個人要 共 2018年5月 第65回 日本小児保 小学校教諭の個人要因による口唇裂・口蓋裂のイメージの差異を明

因による口唇裂・口 　 　 健協会学術集会 らかにすることを目的に、公立小学校教諭6000名を対象に、自記式

蓋裂のイメージの差 　 　 （米子） 質問紙調査を行った。肯定的なイメージでは、教諭経験年数は1項目

異 　 　 　 で有意差がみられ、経験年数平均以上群が平均未満群よりも有意に

　 　 　 　 高かった。否定的なイメージでは、教諭経験年数は2項目で、身近な

　 　 　 　 CLP者の存在は10項目で、CLP児の担任経験は5項目で、CLPの知識は

　 　 　 　 11項目で有意な差がみられ、CLPを知る機会が少ない教諭がCLPに否

　 　 　 　 定的なイメージを持ち、CLPを誤解して捉えていたことが明らかと

　 　 　 　 なった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：北尾美香、藤田優一、植木慎悟、藤原千惠子

36.口唇裂・口蓋裂児へ 共 2018年4月 第42回日本口蓋裂 本研究の目的は、母親が口唇裂・口蓋裂のある子どもへ疾患の説明

疾患の説明をした際 　 　 学会総会・学術集 をした際の契機とその理由を明らかにするため、母親13名を対象に

の契機とその理由 　 　 会（大阪） 調査を行った。説明の契機は、【小学校入学を契機に】【手術を契

　 　 　 　 機に】【子どもの疑問を契機に】【日々の生活の中で】の４カテゴ

　 　 　 　 リーに分類された。

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 北尾美香, 藤田優一, 熊谷由加里, 高野幸子, 池美保, 古郷幹彦,

　 　 　 　 植木慎悟, 藤原千惠子

37.子どものホームケア 共 2018年4月 第33回近畿外来小 小児科外来でよく見られる子どもの症状に対応する親の看護力向上

方法の情報提供を目 　 　 児科学研究会（大 を狙いとして、ホームケア方法を掲載したスマートフォン対応型
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的としたホームペー 　 　 阪） ホームページ（HP）を開設した背景や今後の展望について報告し

ジ開設の試み 　 　 　 た。

　 　 　 　 本人担当部分：考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は

　 　 　 　 不可能

　 　 　 　 植木慎悟、藤田優一、北尾美香、藤原千惠子

38.母親が認識している 共 2018年3月 第31回日本看護研 小学校低学年の口唇裂・口蓋裂児の母親が認識している児の学校で

小学生低学年の口唇 　 　 究学会近畿・北陸 の疾患に関連した否定的な体験とそれに対する母親の思いを明らか

裂・口蓋裂児の疾患 　 　 地方会学術集会 にした。医療者は親子と共にからかいへの対処方法を考えると同時

に関連した否定的な 　 　 （西宮） に、教師の疾患への理解を深めるよう支援していく必要がある。

体験術 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析の妥当性の検討

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は

　 　 　 　 不可能

　 　 　 　 北尾美香、藤田優一、植木慎悟、藤原千惠子

39.デルファイ法を用い 共 2018年3月 第31回日本看護研 看護師を対象とするデルファイ法を用いた国内文献の研究手順の実

た国内の看護 　 　 究学会近畿・北陸 態について明らかにすることを目的とした。2017年６月に医学中央

　 　 　 地方会学術集会 雑誌web版にて、キーワードを「デルファイ」として検索した結果、

　 　 　 　 看護師を対象とするデルファイ法を用いた研究論文は29件が該当し

　 　 　 　 た。これらの文献を分析した結果、専門家集団の経験則から得られ

　 　 　 　 る価値観や評価、予測の指標について意見を集約して合意形成をす

　 　 　 　 ることを目的とした研究が多くみられた。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 藤田優一、植木慎悟、北尾美香、前田由紀、藤原千惠子

40.救急車要請の判断に 共 2018年3月 第31回日本看護研 親の不確かさが小児の不要不急な救急車要請の判断に影響を与える

影響を与える親の不 　 　 究学会近畿・北陸 要因であることを不確かさ尺度（PUCAS)を用いて明らかにした。

確かさ尺度の基準 　 　 地方会学術集会 本人担当部分：考察

　 　 　 （西宮） 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能　　

　 　 　 　 植木慎悟、北尾美香、藤田優一、藤原千惠子、大橋一友

41.経験豊富な看護師の 共 2017年12月 第37回日本看護科 重症心身障がい児がレスパイト目的で入院する施設の看護師9名を対

レスパイトケアにお 　 　 学学会学術集会 象に経験豊富な看護師のレスパイトケアにおける重症心身障がい児

ける重症心身障がい 　 　 （仙台） の個別性の把握方法についてインタビュー調査を行った。【快適な

児の個別性の把握方 　 　 　 状態を保つケア】、【合併症状に応じたケア】、【事故の出現を予

法 　 　 　 測したケア】、【感情を読み取って応じるケア】、【発達を促すケ

　 　 　 　 ア】を抽出した。

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は

　 　 　 　 不可能

　 　 　 　 共著者名：徳島佐由美, 藤田優一、 藤原千惠子

42.口唇裂・口蓋裂児の 共 2017年12月 第37回日本看護科 口唇裂・口蓋裂児の就学の際に母親が抱えていた不安を明らかにす

小学校入学に伴う母 　 　 学学会学術集会 るため、口唇裂・口蓋裂児の母親13名に半構造化面接調査を行い、

親の不安 　 　 （仙台） 母親が抱えていた不安は、21コード、6サブカテゴリーを抽出した。

　 　 　 　

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 北尾美香, 熊谷由加里, 池美保, 藤田優一、植木慎悟, 藤原千惠子

43.小児科外来の看護師 共 2017年9月 第27回日本外来小 小児科外来の診療場面において、診療や看護をスムーズにさせるた

が行っている診療や 　 　 児科学会年次集会 めの看護師の技術を明らかにするため、看護師5名を対象に参加観察

看護をスムーズにさ 　 　 （津市） とインタビューを実施した。27コード、8サブカテゴリー、2カテゴ

せるための情報収集 　 　 　 リー【情報の把握】【看護師間の情報共有】に類型化された。

と情報共有の方法 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：北尾美香、植木慎悟、吉田陽子、藤田優一、藤原千惠

　 　 　 　 子、竹島泰弘

44.採血場面において小 共 2017年9月 第27回日本外来小 小児科外来の採血場面において診療や看護をスムーズにさせるため

児科外来の看護師が 　 　 児科学会年次集会 に看護師が行っている判断や技術を明らかにするため、看護師5名の

診療や看護をスムー 　 　 （津市） 参加観察およびインタビューを行った。25コード、7サブカテゴ

ズにさせるために実 　 　 　 リー、2カテゴリー【確実な採血の実施】、【安心・安全な採血の実

施している判断や技 　 　 　 施】に類型化された。

術 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能
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　 　 　 　 共著者名：植木慎悟、吉田陽子、藤田優一、北尾美香、藤原千惠

　 　 　 　 子、竹島泰弘

45.診療場面において小 共 2017年9月 第27回日本外来小 小児科外来の診療場面において、診療や看護をスムーズにさせるた

児科外来の看護師が 　 　 児科学会年次集会 めの看護師の技術を明らかにするため、看護師5名を対象に参加観察

診療や看護をスムー 　 　 （津市） とインタビューを実施した。28コード、5サブカテゴリー、2カテゴ

ズにさせるために実 　 　 　 リー【医師との協働】【スピーディーな行動】に類型化された。

施している判断や技 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

術 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：吉田陽子、藤田優一、北尾美香、植木慎悟、藤原千惠

　 　 　 　 子、竹島泰弘

46.小児科外来の看護師 共 2017年9月 第27回日本外来小 小児科外来の看護師が認識する「保護者の外来への満足度」との関

が認識する「保護者 　 　 児科学会年次集会 連要因について明らかにするため、小児科外来に勤務する看護師を

の外来への満足度」 　 　 （津市） 対象に自記式の質問紙調査を行った。看護師が認識する保護者の満

との関連要因 　 　 　 足度の平均は100点中57.8点であった。満足度と有意な相関があった

　 　 　 　 要因は、診察までの待ち時間、医師と看護師間の人間関係、看護師

　 　 　 　 間の人間関係、複数の検査がある場合は結果がでるまでの時間が長

　 　 　 　 い検査から実施する、処置検査時のプレパレーションの実施などで

　 　 　 　 あった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、北尾美香、植木慎悟、藤原千惠子

47.What to Do Until 共 2017年8月 2nd APNRC（台北） 小児科外来で救急車が到着するまでに看護師が実施していることを

the Ambulance 　 　 明らかにするために質問紙調査を実施した。63名より回答があり、

Arrives: Nursing 　 　 　 コードは27件あった。カテゴリーは「医療機器の準備」「患者の情

Practices at 　 　 　 報収集」「患者の事前受け付けをする」「医療者を呼んでおく」

Pediatric 　 　 　 「実施マニュアルの掲示」などがみられた。

Outpatient 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

Departments in 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

Japan 　 　 　 共著者名：藤田優一、植木慎悟、北尾美香、藤原千惠子

48.口蓋裂児に病気のこ 共 2017年5月 第41回口蓋裂学会 口唇形成術や口蓋形成術後から小学校在籍までの子どもをもつ母親

とを話す時期や内容 　 　 学術集会（東京） と父親を対象に、子どもに病気のことを話す時期や内容について、

に関する父親と母親 　 　 　 専門外来受診時に質問紙調査を行った。話している時期は3歳であっ

の認識 　 　 　 た。話している内容については多岐に渡っていた。

　 　 　 　 本人該当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：植木慎悟、熊谷由加里、北尾美香、松中枝理子、池美

　 　 　 　 保、新家一輝、藤田優一、藤原千惠子　

49.口唇裂・口蓋裂をも 共 2017年5月 第41回口蓋裂学会 口唇形成術や口蓋形成術後から小学校在籍までの子どもをもつ父親

つ子どもの父親の育 　 　 学術集会（東京） を対象に、育児に対する認識を明らかにするために、専門外来受診

児に対する認識 　 　 　 時に質問紙調査を行い、自由記載項目に記載していた父親80名を分

　 　 　 　 析した。「子どもの育ちへの期待」「子どもに対する感情」｢疾患に

　 　 　 　 対する感情｣「家族としての視点」「育児に対する親としての姿勢」

　 　 　 　 がみられた。

　 　 　 　 本人該当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能　

　 　 　 　 共著者名：松中枝理子、北尾美香、松中枝理子、池　美保、熊谷由

　 　 　 　 香里、植木慎悟、新家一輝、藤田優一、藤原千惠子

50.口唇裂・口蓋裂をも 共 2017年5月 第41回口蓋裂学会 口唇形成術や口蓋形成術後から小学校在籍までの子どもをもつ母親

つ子どもの母親の育 　 　 学術集会（東京） を対象に、育児に対する認識を明らかにするために、専門外来受診

児に対する認識 　 　 　 時に質問紙調査を行い、自由記載項目に記載していた母親149名を分

　 　 　 　 析した。「子どもの育ちへの期待」「子どもに対する感情」｢疾患に

　 　 　 　 対する感情｣「家族に対する視点」「育児に対する親としての姿勢」

　 　 　 　 がみられた。

　 　 　 　 本人該当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤原千惠子、北尾美香、松中枝理子、池　美保、熊谷由

　 　 　 　 香里、植木慎悟、新家一輝、藤田優一、

51.口唇裂・口蓋裂をも 　 2017年5月 第41回口蓋裂学会 口唇形成術や口蓋形成術後から小学校在籍までの子どもをもつ父親

つ子どもの父親が認 　 　 学術集会（東京） を対象に、闘病過程で「自身や子ども、家族にとって支えになった
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識する「自身や子ど 　 　 　 ことを明らかにするために、専門外来受診時に質問紙調査を行い、

も、家族にとって支 　 　 　 自由記載項目に記載していた母親80名を分析した。「医療者・病院

えになったこと」 　 　 　 のスタッフ」「医療」「家族」「同じ疾患の子どもを持つ親」「友

　 　 　 　 人・知人」の対応や存在、「自分の考え・経験」「経済面」が支え

　 　 　 　 になっていた。

　 　 　 　 本人該当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：北尾美香、熊谷由香里、松中枝理子、池　美保、植木慎

　 　 　 　 悟、新家一輝、藤田優一、藤原千惠子

52.口唇裂・口蓋裂をも 共 2017年5月 第41回口蓋裂学会 口唇形成術や口蓋形成術後から小学校在籍までの子どもをもつ母親

つ子どもの母親が認 　 　 学術集会（東京） を対象に、闘病過程で「自身や子ども、家族にとって支えになった

識する「自身や子ど 　 　 ことを明らかにするために、専門外来受診時に質問紙調査を行い、

も、家族にとって支 　 　 自由記載項目に記載していた母親149名を分析した。「医療」「医療

えになったこと」 　 　 　 者」「家族」「自分自身」「友人・知人」「体験者間」の対応や存

　 　 　 　 在が支えになっていた。

　 　 　 　 本人該当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：熊谷由香里、北尾美香、松中枝理子、池美保、植木慎

　 　 　 　 悟、新家一輝、藤田優一、藤原千惠子

53.A Study on 共 2017年3月 20th EAFONS(香 小児科外来の看護師が医師の診察中にスムーズにさせるために実施

Pediatric 　 　 港) している技術を明らかにするために、質問紙調査を実施した。63名

Outpatient Nursing 　 　 　 より回答があり、コードは20件あった。カテゴリーとして「診察の

Techniques for 　 　 　 準備」「患者間違いの防止」「子どもに安心感を与える配慮」「診

Performing Medical 　 　 　 察の介助」などがみられた。

Examinations 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果

Effectively and 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

Smoothly. 　 　 　 共著者名：北尾美香、藤田優一、植木慎悟、藤原千惠子

54.The Current Status 共 2017年3月 20th EAFONS 日本の総合病院における小児科外来の現状を明らかにするために

of Pediatric 　 　 　 300施設の小児科外来に調査を実施した。1日あたりの小児外来患者

Outpatient 　 　 　 の平均数は62.6人であり、平均待ち時間は36分であった。約76％が

Departments in 　 　 　 ワクチンの投与と疾患の治療のために別々の時間帯を設けており、

General Hospitals 　 　 　 そのような施設では、待ち時間が有意に短かった。

in Japan 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、北尾美香、植木慎悟、藤原千惠子

55.Challenges for 　 2017年3月 20thEAFONS 小児科外来の看護師が困難に感じていることを明らかにするため

Pediatric 　 　 　 に、質問紙調査を実施した。63名より回答があり、コードは88件

Outpatient Nurses 　 　 　 あった。カテゴリーとして「多忙な業務」「高度な専門性」「設備

　 　 　 　 の使いにくさ」「理解不足の親への対応」などがみられた。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：植木慎悟、北尾美香、藤田優一、藤原千惠子

56.母親の口唇裂・口蓋 共 2016年12月 第36回日本看護科 母親の口唇口蓋裂児に関する認識について児の裂型別で比較し、差

裂をもつ子どもに関 　 　 学学会学術集会 異を明らかにするため、母親235名を対象に質問紙調査を実施した。

する認識と医療者へ 　 　 （東京） 裂型別で比較した児に関する認識は17項目中4項目において裂型別に

の期待と実際－裂型 　 　 　 有意差がみられた。裂型に直結した機能上の問題が関連しているこ

別での比較－ 　 　 　 とが考えられる。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：新家一輝、藤田優一、植木慎悟、北尾美香、松中枝理

　 　 　 　 子、藤原千惠子

57.夫婦間における口唇 共 2016年12月 第36回日本看護科 口唇裂・口蓋裂をもつ子どもの両親である夫婦間において、口唇

裂・口蓋裂児に関す 　 　 学学会学術集会 裂・口蓋裂に関する認識やレジリエンスの程度に違いがあるかを明

る認識と育児レジリ 　 　 （東京） らかにするために、専門外来受診時に質問紙調査を行い、両親６４

エンスの比較 　 　 　 組を分析した。CLPに関する認識では、将来への心配に関する2項

　 　 　 　 目、および自らを責める2項目において母親の得点が有意に高かっ

　 　 　 　 た。育児レジリエンス尺度の「問題解決力」と「受け止め力」にお

　 　 　 　 いて父親の得点が有意に高かった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
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発行又は
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発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

２．学会発表
　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：植木慎悟、新家一輝、藤田優一、北尾美香、松中枝理

　 　 　 　 子、藤原千惠子

58.母親の口唇口蓋裂児 共 2016年12月 第36回日本看護科 母親の口唇口蓋裂児に関する認識について児の発達段階別で比較

に関する認識：発達 　 　 学学会学術集会 し、差異を明らかにするため、母親235名を対象に質問紙調査を実施

段階別での比較 　 　 （東京） した。発達段階別で比較した児に関する認識は17項目中7項目におい

　 　 　 　 て発達別に有意差がみられた。児の発達に伴って不安や悩みが軽減

　 　 　 　 する項目がある一方で、発達に伴って将来への心配が強くなる項目

　 　 　 　 もみられた。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、植木慎悟、新家一輝、松中枝理子、北尾美

　 　 　 　 香、藤原千惠子

59.口唇裂・口蓋裂をも 共 2016年11月 日本看護学会：ヘ 口唇裂・口蓋裂をもつ子どもの母親の医療者への期待と実際に受け

つ子どもの父親の医 　 　 ルスプロモーショ た支援の内容を明らかにし、今後さらに充実すべき支援への示唆を

療者への期待と実際 　 　 ン 得るために、父親235名を対象に質問紙調査を実施した。医療者への

に受けた支援 　 　 　 期待・実際に受けた支援ともに「治療や手術について、親が理解し

　 　 　 　 やすいように説明してくれること」、「手術を受けるまでの哺乳・

　 　 　 　 離乳食などの具体的な助言をしてくれること」、「手術後の注意や

　 　 　 　 食事などの具体的な助言をしてくれること」の項目が上位3つに上

　 　 　 　 がった。また、医療者への期待と実際に受けた支援の差について

　 　 　 　 は、ほとんどの項目で期待通りとした割合が一番多かった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：松中枝理子、北尾美香、池美保、熊谷由加里、植木慎

　 　 　 　 悟、新家一輝、藤田優一、石井京子、藤原千惠子

60.口唇裂・口蓋裂をも 共 2016年11月 日本看護学会：ヘ 口唇裂・口蓋裂をもつ子どもの母親の医療者への期待と実際に受け

つ子どもの母親の医 　 　 ルスプロモーショ た支援の内容を明らかにし、今後さらに充実すべき支援への示唆を

療者への期待と実際 　 　 ン（津市） 得るために、母親235名を対象に質問紙調査を実施した。医療者への

に受けた支援 　 　 　 期待・実際に受けた支援ともに「治療や手術について、親が理解し

　 　 　 　 やすいように説明してくれること」、「手術を受けるまでの哺乳・

　 　 　 　 離乳食などの具体的な助言をしてくれること」、「手術後の注意や

　 　 　 　 食事などの具体的な助言をしてくれること」の項目が上位3つに上

　 　 　 　 がった。また、医療者への期待と実際に受けた支援の差について

　 　 　 　 は、ほとんどの項目で期待通りとした割合が一番多かった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：北尾美香、松中枝理子、池美保、熊谷由加里、植木慎

　 　 　 　 悟、新家一輝、藤田優一、、石井京子、藤原千惠子

61.総合病院の小児科外 共 2016年11月 日本看護学会：ヘ 小児科外来の看護師が、処置・検査中に実施している診療や看護を

来の看護師が処置・ 　 　 ルスプロモーショ スムーズにさせるための技術・工夫について明らかにするために小

検査中に実施してい 　 　 ン(津市) 児科外来に勤務する看護師を対象に調査を行った。63名より回答が

る診療や看護をス 　 　 　 あり、記録単位は計105件、コード数は45件であった。カテゴリーと

ムーズにさせるため 　 　 　 して「デストラクションの実施」「プレゼンテーションの実施」

の技術・工夫 　 　 　 「処置検査時は保護者同伴で実施」などが明らかとなった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、北尾美香、植木慎悟、藤原千惠子

62.The Prevalence of 共 2016年3月 19th EAFONS（千葉 小児の転倒・転落の危険因子のうち「危険の理解ができない」「行

Fall-Risk 　 　 市） 動が突発的で激しい」「親の言うことを聞かない」「親への後追い

Personality Traits 　 　 　 をする」の4つは転倒・転落の発生と有意に関連している。537名の

Among 　 　 　 小児を対象にこれらの性格の月齢、年齢別の該当率を調査した。

Hospitalized 　 　 　 「危険の理解ができない」は6か月から2歳までは90％以上が該当し

Children Using 　 　 　 ていた。「行動が突発的で激しい」は、1〜1歳6か月が68％と最も高

Crib 　 　 　 かった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、藤原千惠子、植木慎悟

63.The Inter-rater 共 2016年3月 19th EAFONS（千葉 サークルベッドを使用する小児用の転倒・転落リスクアセスメント
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Reliability of the 　 　 市） ツールの看護師間での信頼性を検証するために調査を行った。13名

Child-Fall Risk 　 　 　 の看護師が2名同時に患児54名のアセスメントを行った。評価者間の

Assessment Tool 　 　 　 信頼性を示すカッパ係数は「点滴スタンドを押しながら歩行する

for Pediatric 　 　 　 （1.0）」「男児（0.96）」などが高かった。アセスメント結果の

Patients Using a 　 　 　 カッパ係数は0.85と高かった。

Crib 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、藤原千惠子、植木慎悟

64.入院児が歩行中に転 共 2015年12月 第35回日本看護科 看護師は小児が転倒をした際にインシデントレポートの要否につい

倒した際のインシデ 　 5日 学学会学術集会抄 てどのように判断しているかを明らかにするため調査をおこなっ

ントレポート報告の 　 　 録集（広島市） た。看護師145名より回答があり、「外傷により処置をした」「外傷

要否に関する看護師 　 　 　 により検査をした」場合に必要という回答が多く、「家族のみの状

の判断 　 　 　 況」よりも「看護師がそばにいた状況」で必要という回答が多かっ

　 　 　 　 た。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、藤原千惠子、植木慎悟

65.口唇裂・口蓋裂の専 共 2015年11月 第46回日本看護学 口唇裂・口蓋裂の専門病院の経験豊かな看護師11名を対象とした面

門医療機関における 　 7日 会抄録集：ヘルス 接調査を質的記述的分析を行い、看護実践の内容と実践する上で認

母親への看護実践の 　 　 プロモーション 識している問題を明らかにした。

質的分析－看護師の 　 　 （富山市）p217 本人担当部分：結果、考察

実践とそれを支える 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

要因－ 　 　 　 共著者名：藤原千惠子、松中枝理子、池美保、西尾善子、新家一

　 　 　 　 輝、高島遊子、植木慎悟、藤田優一、北尾美香、石井京子

66.看護師が認識する 単 2015年9月9 第46回日本看護学 看護師が認識する「入院中の小児の転倒・転落について困っている

「入院中の小児の転 　 日 会抄録集：看護管 こと」について明らかにするため自記式質問紙調査を行い、61名よ

倒・転落について 　 　 理（福岡市） り回答があった。内容分析で分析した結果、40のコードがあり、

困っていること」、 　 　 　 「家族からの協力が困難」「システムの不備」「子どもからの協力

第46回日本看護学会 　 　 　 が困難」「ハード面の不備」「医療者の意識の低さ」の5つのカテゴ

抄録集 　 　 　 リーに分類できた。

67.小児病棟に勤務する 共 2015年7月 日本小児看護学会 小児病棟の看護師22名を対象に、摂食障害の患児と関わる中で陰性

看護師が摂食障害の 　 25日 第25回学術集会 感情を抱いた経験とその対処行動について明らかにすることを目的

患児に陰性感情を抱 　 　 （千葉市） として調査を行なった。陰性感情を抱いた具体的な場面は、「患児

いた経験とその対処 　 　 　 が食事を捨てていたことが発覚した時」、「患児が無断で病棟外へ

行動 　 　 　 出た時」などがみられた。対処行動としては「他の医療従事者に伝

　 　 　 　 えた」「主治医に報告した」などがみられた

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：湯浅真裕美、藤田優一、石原あや、藤井真理子

68.デルファイ法の参加 共 2014年12月 第34回日本看護科 デルファイ法の適切な参加者数について検討するため調査を行っ

者数に関する検討 　 　 学学会学術集会(名 た。3段階のデルファイ法を実施し、結果の一致度を算出した。その

　 　 　 古屋市) 結果、参加者数が18名以上であれば中等度以上の一致度を示してい

　 　 　 　 たことから、参加者数は18名以上でデルファイ法の結果の質は保証

　 　 　 　 されることが示唆された。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、新家一輝

69.入院児の転倒・転落 共 2014年12月 第34回日本看護科 小児看護を実践する看護師よりコンセンサスの得られた「小児の転

防止対策：デルファ 　 　 学学会学術集会(名 倒・転落を防止するために実施すべき対策」について明らかにする

イ法による検討 　 　 古屋市) ため3段階のデルファイ法の調査を行った。90名より回答があり、小

　 　 　 　 児に対しての対策8項目、家族に対しての対策16項目、環境に対して

　 　 　 　 の対策5項目、病棟全体での取り組み6項目の計35項目の対策を明ら

　 　 　 　 かにした。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、新家一輝

70.Are All Falls 単 2014年9月 Asia-Pacific 看護師は小児が転倒・転落をした際にインシデントレポートの要否

Involving 　 　 Nursing Research についてどのように判断しているかを明らかにするため調査をおこ

Hospitalized 　 　 Conference2014 なった。看護師46名より回答があり、インシデントレポートの報告
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Children Filed as 　 　 （台湾,台北） 率は、転倒が56％、ベッドからの転落は80％であり有意差がみられ

"Incident 　 　 　 た。また、外傷がない場合では転倒よりもベッドからの転落で多く

Reports"? 　 　 　 インシデントレポートが報告される傾向がみられた。

71.サークルベッドを使 共 2014年8月 第18回日本看護管 サークルベッドを使用している幼児697名を対象に、転倒・転落リス

用する小児用転倒・ 　 　 理学会学術集会 クアセスメントツール:C-FRAT第2版を使用した。その結果をもとに

転落リスクアセスメ 　 　 （松山市） 改良したアセスメントツール第3版を作成し、第2版のデータを適応

ントツール第3版の妥 　 　 　 させた。サークルベッド用アセスメントツール第3版の妥当性を示す

当性の検討 　 　 　 感度は0.78、特異度は0.76、AUCは0.83であった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、藤原千惠子

72.成人用ベッドを使用 共 2014年8月 第18回日本看護管 成人ベッドを使用している小児641名を対象に、転倒・転落リスクア

する小児用の転倒リ 　 　 理学会学術集会 セスメントツール:C-FRAT第2版を使用した。その結果をもとに改良

スクアセスメント 　 　 （松山市） したアセスメントツール第3版を作成し、第2版のデータを適応させ

ツール第3版の妥当性 　 　 　 た。成人ベッド用アセスメントツール第3版の妥当性を示す感度は

の検討 　 　 　 1.00、特異度は0.49、AUCは0.91であった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能

　 　 　 　 共著者名：藤田優一、藤原千惠子

73.Validation of the 単 2014年7月 Pediatric サークルベッドを使用する小児患者用の転倒・転落リスクアセスメ

Second Edition of 　 　 Nursing 30th ントツール第2版の妥当性を明らかにするために、2012年10月から

the Child-Fall 　 　 Annual 2013年3月にかけて10病棟に入院したサークルベッドを使用する小児

Risk Assessment 　 　 Conference 697名を対象に前向きコホート調査を行った。アセスメント回数は計

Tool for Pediatric 　 　 （アメリカ合衆 1,315回であり、アセスメントツールの感度は0.78、特異度は0.73、

Patients Using 　 　 国、ワシントン ROC曲線下面積は0.81であった。

Cribs 　 　 DC） 　

74.Validation of the 単 2014年7月 Pediatric 成人用ベッドを使用する小児患者用の転倒・転落リスクアセスメン

Second Edition of 　 　 Nursing 30th トツール第2版の妥当性を明らかにするために、2012年10月から

the Child-Fall 　 　 Annual 2013年3月にかけて10病棟に入院した成人用ベッドを使用する小児

Risk Assessment 　 　 Conference 641名を対象に前向きコホート調査を行った。アセスメント回数は計

Tool for Pediatric 　 　 （アメリカ合衆 1,094回であり、アセスメントツールの感度は0.92、特異度は0.75、

Patients Using 　 　 国、ワシントン ROC曲線下面積は0.91であった。

Adult-sized Beds 　 　 DC） 　

75.産後4 か月の母親と 共 2013年12月 第33回日本看護科 産後4か月の母親と父親のうつ状態の有病率との関連を明らかにする

父親のうつ状態の関 　 　 学学会学術集会 ためエジンバラ産後うつ病自己評価票を用いた調査を行った。735組

連 　 　 （大阪市） の夫婦より回答があった（回収率37.1％）。うつ状態の母親は69名

　 　 　 　 （9.8%）、父親103名（14.7%）であった。母親と父親の両方がうつ

　 　 　 　 状態である夫婦が21組（3.0%）であり、母親と父親のうつ状態に関

　 　 　 　 連がみとめられた。そのため、産後うつ病の支援は母親だけでなく

　 　 　 　 夫婦をひとつの単位として支援していく必要性が示唆された。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、結果

　 　 　 　 共同発表者：西村明子、藤田優一、石原あや、勝田真由美、大橋一

　 　 　 　 友

76.小児用転倒・転落防 共 2013年12月 第33回日本看護科 入院児の転倒・転落防止プログラム第2版のアウトカムを明らかにす

止プログラム第2 版 　 　 学学会学術集会 るため、プログラム実施前と実施中の転倒率および転落率の変化お

のアウトカム 　 　 （大阪市） よびプログラムに対する看護師の意見について調査した。看護師

　 　 　 　 103名より回答があり、「家族の転倒・転落防止の理解に効果があ

　 　 　 　 る」は86名（83.5％）とプログラムの実施は概ね効果があると支持

　 　 　 　 されていた。10病棟に入院した小児は計3,501名であり、転倒率は実

　 　 　 　 施前と実施中で有意差がなかったものの、転落率は実施中に有意に

　 　 　 　 低下した。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 共同発表者：藤田優一、藤原千惠子

77.Risk factors of 共 2013年10月 The 3rd World 産後4か月の乳児をもつ母親を対象に、産後うつに影響を与える要因

Japanese mother’s 　 　 Academy of について調査を行った。産後うつの評価はエジンバラ産後うつ病自

depression 　 　 Nursing Science 己評価票を用いた。735名の夫婦より回答があり、そのうち母親73名

　 　 　 （韓国,ソウル） （10.1％）、父親103名（14.4％）が産後うつと判定された。母親の

　 　 　 　 産後うつに影響を与える要因は「パートナーのことについて相談で

　 　 　 　 きる人がないこと」「夫の産後うつ状態」「対児感情：回避」「精
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　 　 　 　 神病の既往」「低い夫婦関係満足」であった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ分析、結果

　 　 　 　 共同発表者：西村明子、藤田優一、石原あや、勝田真由美、大橋一

　 　 　 　 友

78.The relation 単 2013年10月 The 3rd World サークルベッドを使用する小児患者697名を対象に、転倒・転落発生

between falls and 　 　 Academy of の有無と家族の転倒・転落防止対策実施の有無との関連について調

preventive 　 　 Nursing Science 査を行った。家族の自己チェックは計430回であった。家族が実施し

measures 　 　 （韓国,ソウル） た対策のうち転倒・転落発生と有意な関連がみられたものは「小児

implemented by 　 　 　 が廊下や病室を走っている時に走らないようにと注意する」「ス

parents of 　 　 　 リッパではなく、滑りにくい靴を履かせる」「ベッドから離れる時

pediatric patients 　 　 　 は、ベッド柵を上げる」などであった。

79.小児用転倒・転落防 共 2013年9月 第44回日本看護学 入院している小児の転倒・転落防止プログラム第2版の転倒・転落リ

止プログラム第2版に 　 　 会：小児看護（宇 スクアセスメントツールC-FRATの改善に向けた課題およびその効果

対する看護師の意見 　 　 都宮市） を明らかにすることを目的に、プログラムを実施した看護師252名を

－小児と家族用の転 　 　 　 対象に調査を行った。103名より回答があり、アセスメントツールの

倒・転落防止DVDとパ 　 　 　 予測精度は高いと回答した看護師は51.4％であった。また、アセス

ンフレットについて 　 　 　 メントツールは使いやすいとの回答は60.8％、転倒・転落の防止に

－ 　 　 　 有効という回答は63.5％であった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集、分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 共同発表者：藤田優一、湯浅真裕美、二星淳吾、菰野朱美、平山和

　 　 　 　 代、藤原千惠子

80.産後4か月の乳児をも 共 2013年9月 第44回日本看護学 産後4か月の乳児をもつ父親を対象に、夫婦関係満足度に関連する要

つ父親の夫婦関係満 　 　 会：母性看護（岡 因について調査を行った。735名より回答があり、父親の夫婦関係満

足度に関連する要因 　 　 山市） 足得点の平均値は21.4、中央値は22.0であった。夫婦関係満足得点

　 　 　 　 と有意な正の相関がみられた要因は、「対児感情：接近」などの3項

　 　 　 　 目であった。有意な負の相関は「仕事のストレス」などの2項目で

　 　 　 　 あった。夫婦関係満足得点が有意に高かった要因として「パート

　 　 　 　 ナーとの関係のことで相談できる人」がいる、「父親の産後うつ状

　 　 　 　 態」など10項目であった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 共同発表者：藤田優一、西村明子、勝田真由美、石原あや、末原紀

　 　 　 　 美代、大橋一友

81.入院している小児の 　 2013年7月 日本小児看護学会 アセスメントツール：C‐FRAT1第2版を用いて、転倒・転落防止対策

転倒・転落防止対策 　 　 第22回学術集会 の家族の実施状況について明らかにした。サークルベッドを使用す

における家族自己 　 　 （高知市） る小児の家族342名を対象とし、転倒・転落防止対策の実施の有無に

チェックの実施状況 　 　 　 ついて家族が自己チェックを行った。アセスメント回数は計623回で

　 　 　 　 あり、家族が転倒・転落防止対策を実施できていない割合は、

　 　 　 　 「ベッドの上の整理整頓がされていないことがある」、「ベッド周

　 　 　 　 囲の整理整頓がされていないことがある」が多かった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 共同発表者：藤田優一、湯浅真裕美、二星淳吾、藤原千惠子

82.サークルベッド用転 共 2013年7月 日本小児看護学会 サークルベッドを使用する小児342名を対象に、転倒・転落リスクア

倒・転落リスクアセ 　 　 第22回学術集会 セスメントツール：C‐FRAT1第2版の危険因子と転倒・転落発生との

スメントツール：C‐ 　 　 （高知市） 関連について調査した。アセスメント回数は計623回であり、「転

FRAT1第2版の危険因 　 　 　 倒・転落または転倒・転落の危険」の有無と危険因子の有無の関連

子と転倒・転落発生 　 　 　 をカイ2乗検定にて分析し、「身体症状が改善して活気が出てきた」

との関連 　 　 　 や「行動が突発的で激しい」など12項目の危険因子と有意な関連が

　 　 　 　 みられた。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果

　 　 　 　 共同発表者：二星淳吾、藤田優一、湯浅真裕美、藤原千惠子

83.成人ベッド・学童 共 2013年7月 日本小児看護学会 成人ベッド・学童ベッドを使用する小児298名を対象として、転倒リ

ベッド用転倒リスク 　 　 第23回学術集会 スクアセスメントツール：C-FRAT2第2版の危険因子と転倒発生との

アセスメントツール 　 　 （高知市） 関連について調査した。アセスメント回数は計517回であり、「転倒

：C-FRAT2第2版の危 　 　 　 または転倒の危険」の有無と危険因子の有無の関連をフィッシャー

険因子と転倒発生と 　 　 　 の正確確率検定にて分析し、「下肢の筋力低下」や「睡眠剤の使

の関連 　 　 　 用」など12項目の危険因子に有意な関連がみられた。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果

　 　 　 　 共同発表者：湯浅真裕美、藤田優一、二星淳吾、藤原千惠子

84.小児の催眠剤、鎮静 共 2013年3月 日本看護研究学会 催眠剤、鎮静剤、麻酔剤使用後の転倒・転落に注意が必要な時間の
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剤、麻酔剤使用後の 　 　 第26回近畿・北陸 指標を明らかにするため、小児看護経験が5年以上の看護師52名を対

転倒・転落に注意が 　 　 地方会学術集会 象に2段階のデルファイ法を実施した。薬剤使用後の転倒・転落に注

必要な時間の指標： 　 　 （和歌山市） 意すべき時間は、トリクロホスナトリウムシロップ3時間、抱水クロ

デルファイ法による 　 　 　 ラール坐剤3時間、ミダゾラム6時間、チアミラールナトリウム4時

調査 　 　 　 間、全身麻酔手術の帰室後6時間であり、これらを薬剤の投与後に転

　 　 　 　 倒・転落に注意すべき時間の指標とした。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 共同発表者：藤田優一、藤原千惠子

85.小児用転倒・転落リ 共 2013年3月 日本看護研究学会 小児用転倒・転落リスクアセスメントツール：C-FRAT第1版の適正な

スクアセスメント 　 　 第26回近畿・北陸 カットオフポイントについて明らかにするため、幼児90名と、学童

ツール：C-FRATの 　 　 地方会学術集会 64名を調査対象として前向きコホート調査を実施した。当初は先行

ROC曲線を用いたカッ 　 　 （和歌山市） 研究の結果よりカットオフポイントは最大得点の40％となる値に設

トオフポイントの検 　 　 　 定した（幼児用16点、学童用13点）。しかし、調査の結果、感度・

討 　 　 　 特異度が最も高くなるカットオフポイントは、「幼児用」が13点

　 　 　 　 （最大得点の32.5％）、「学童用」が6点（最大得点の17.6％）で

　 　 　 　 あった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 共同発表者：藤田優一、藤原千惠子

86.入院している小児へ 共 2012年10月 第43回日本看護学 入院している小児への転倒防止対策と転落防止対策について明らか

の転倒防止対策と転 　 　 会学術集会：看護 にするため、看護師14名を対象に半構成面接を行った。次に明らか

落防止対策の実施状 　 　 管理（京都市） となった転倒・転落防止対策をもとにアンケートを作成し、対策の

況 　 　 　 実施状況を調査するため総合病院603施設を対象に横断調査を行っ

　 　 　 　 た。半構成面接では転倒防止対策が14項目、転落防止対策が24項目

　 　 　 　 が明らかとなった。横断調査は252施設より回答があり、転倒防止対

　 　 　 　 策が30項目、転落防止対策は36項目が明らかとなった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 共同発表者：藤田優一、藤原千惠子

87.入院している小児と 　 2012年7月 日本小児看護学会 入院している小児とその家族が転倒・転落防止について理解するた

家族用の転倒・転落 　 　 第22回学術集会 めの転倒・転落防止オリエンテーションDVD（以下、DVD）を作成

防止オリエンテー 　 　 （盛岡市） し、その有効性についてアンケート調査を行った。小児の家族74名

ションDVDの有効性 　 　 　 から回答があり、「分かりやすかった」が75.6％で最も多かった。

　 　 　 　 転倒・転落防止に関する注意事項12項目は、DVD視聴後に理解度が有

　 　 　 　 意に高くなっていた。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果

　 　 　 　 共同発表者：湯浅真裕美、藤田優一、二星淳吾、斎藤富美代、藤原

　 　 　 　 千惠子

88.入院している幼児用 共 2012年7月 日本小児看護学会 幼児90名を対象に、幼児用の転倒・転落リスクアセスメントツール

の転倒・転落リスク 　 　 第22回学術集会 ：C-FRAT（Children Fall Risk Assessment Tools）の危険因子と転

アセスメントツール 　 　 （盛岡市） 倒・転落との関連について、前向きコホート調査にて検証した。転

：C-FRATの危険因子 　 　 　 倒・転落は6件、転倒・転落の危険があったのは10件の計16件であっ

と転倒・転落との関 　 　 　 た。「転倒・転落の有無および転倒・転落の危険の有無」と関連が

連 　 　 　 みられた危険因子は「男の子」「2〜3歳」などの12項目であった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 共同発表者：藤田優一、湯浅真裕美、二星淳吾、斎藤富美代、藤原

　 　 　 　 千惠子

89.入院している学童用 共 2012年7月 日本小児看護学会 学童66名を調査対象として、学童用の転倒リスクアセスメントツー

の転倒リスクアセス 　 　 第22回学術集会 ル：C-FRAT第1版の危険因子と転倒との関連について、前向きコホー

メントツール：C- 　 　 （盛岡市） ト調査にて検証した。入院中に1回でもハイリスクとなった小児は6

FRATの危険因子と転 　 　 　 名（9.1％）であった。転倒は0件、転倒の危険があったのは9件で

倒・転落との関連 　 　 　 あった。「転倒の有無および転倒の危険の有無」と関連がみられた

　 　 　 　 危険因子は「下肢の筋力低下」「下肢のリハビリテーション中」な

　 　 　 　 ど9項目であった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果

　 　 　 　 共同発表者：二星淳吾、藤田優一、湯浅真裕美、斎藤富美代、藤原

　 　 　 　 千惠子

90.小児が入院する際の 共 2012年3月 日本看護研究学会 小児が入院する際の、サークルベッドと成人用ベッドの選択基準の

ベッド選択基準の現 　 　 第25回近畿・北陸 現状を調査した。252施設から回答があり、成人用ベッドを使用し始

状 　 　 地方会学術集会 める年齢は「3歳以上4歳未満」（26.4％）と「4歳以上5歳未満」

　 　 　 （吹田市） （28.2％）が多かった。年齢以外の基準として、発達（40.4％）、
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　 　 　 　 身長・体格（33.1％）、疾患・病状（13.2％）によりベッドが選択

　 　 　 　 されていた。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 共同発表者：藤田優一、藤原千惠子

91.入院している小児の 共 2012年3月 日本看護研究学会 入院している小児の転倒の危険因子について明らかにすることを目

転倒の危険因子：デ 　 　 第25回近畿・北陸 的として，小児看護経験が5年以上の看護師を対象に3段階のデル

ルファイ法による調 　 　 地方会学術集会 ファイ法による調査を実施した。第1段階は看護師14名に半構成面接

査 　 　 （吹田市） を行った。第2段階は看護師65名、第3段階では52名に対して質問紙

　 　 　 　 調査を行った。明らかとなった転倒の危険因子は，年齢・発達4項

　 　 　 　 目，性別1項目，性格・パーソナリティ9項目，疾患・症状・治療13

　 　 　 　 項目，付き添い者の状況5項目，入院環境2項目の計34項目であっ

　 　 　 　 た。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 共同発表者：藤田優一、藤原千惠子

92.入院している小児の 共 2011年12月 第31回日本看護科 入院している小児のサークルベッドからの転落の危険因子について

転落の危険因子：デ 　 　 学学会学術集会 明らかにすることを目的として，小児看護経験が5年以上の看護師を

ルファイ法による調 　 　 （高知市） 対象に3段階のデルファイ法による調査を実施した。第1段階は看護

査 　 　 　 師14名に半構成面接を行った。第2段階は看護師65名、第3段階では

　 　 　 　 52名に対して質問紙調査を行った。明らかとなった転落の危険因子

　 　 　 　 は、年齢・発達6項目、性別1項目、性格・パーソナリティ10項目、

　 　 　 　 疾患・症状・治療4項目、付き添い者の状況9項目、入院環境4項目の

　 　 　 　 計34項目であった

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 共同発表者：藤田優一、藤原千惠子

93.小児との混合病棟に 共 2011年9月 第42回日本看護学 小児との混合病棟に入院する成人患者の転倒・転落と入院環境との

入院する成人患者の 　 　 会：成人看護Ⅰ 関連について調査を行った。136施設の混合病棟から回答があり、成

転倒・転落と入院環 　 　 （大阪市） 人患者の転倒・転落率の平均は1.06（1,000 患者日）であった。看

境との関連 　 　 　 護師1人あたりの病床数が多い施設では転倒・転落率が高かった。病

　 　 　 　 棟内にプレイルームがある施設では転倒・転落率が低かった。小児

　 　 　 　 患者と成人患者で一定期間担当チームを分けている施設では転倒・

　 　 　 　 転落率が低かった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 共同発表者：藤田優一、藤原千惠子

94.入院している小児の 共 2011年8月 日本看護研究学会 入院している小児の転倒・転落の影響要因を明らかにすることを目

転倒・転落の影響要 　 　 第37回学術集会 的として、小児が入院する病院603施設を対象に調査を行った。252

因 　 　 （横浜市） 施設より回答があり、転倒・転落率は平均1.36 (1000 patient

　 　 　 　 days)であった。転倒・転落率を低下させる影響要因として、平均在

　 　 　 　 院日数が長いこと、転倒・転落ハイリスク患者の情報共有の実施、

　 　 　 　 新人看護師の研修の回数が多いこと、患者家族へのパンフレットを

　 　 　 　 用いたベッド柵の取り扱いについての説明などが明らかとなった。

　 　 　 　

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 共同発表者：藤田優一、藤原千惠子

95.小児の転倒・転落リ 共 2011年8月 第42回日本看護学 小児に対するアセスメントツールの使用状況と転倒・転落率との関

スクアセスメント 　 　 会学術集会：小児 連について明らかにすることを目的として調査を行った。252施設の

ツールの使用状況と 　 　 看護（東京都文京 混合病棟から回答があり、小児にアセスメントツールを使用してい

その効果 　 　 区） る施設は75.4％であったが、アセスメントツールの種類は小児専用

　 　 　 　 が39.5％、成人と共通が60.5％であった。転落率はアセスメント

　 　 　 　 ツールを使用している施設で有意に低かったが、種類別では成人と

　 　 　 　 共通のアセスメントツールを使用している施設の方が転落率は低

　 　 　 　 かった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 共同発表者：藤田優一、藤原千惠子

96.総合病院における小 共 2011年7月 日本小児看護学会 全国の総合病院における小児の家族の付添いと面会の状況の実態に

児の家族の付添いと 　 　 第21回学術集会 ついて調査した。252施設より回答があり、小児病棟は116施設

面会の状況－小児病 　 　 （さいたま市） （46.0％）、混合病棟は136施設（54.0％）であった。小児病棟と混

棟と成人との混合病 　 　 　 合病棟で有意差のあった項目は、付添い基準、面会の人数制限の有

棟での比較－ 　 　 　 無、面会の年齢制限の有無とその年齢、付添いの割合であった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察
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　 　 　 　 共同発表者：石原あや、藤田優一、藤井真理子、藤原千惠子

97.総合病院における小 共 2011年7月 日本小児看護学会 全国の総合病院における小児の入院環境の実態を調査した。252施設

児の入院環境－小児 　 　 第21回学術集会 より回答があり、小児病棟は116施設（46.0％）、混合病棟は136施

病棟と成人との混合 　 　 （さいたま市） 設（54.0％）であった。小児病棟と混合病棟で有意差のあった項目

病棟での比較－ 　 　 　 は、総病床数、病床数、病床稼働率、平均在院日数とプレイルー

　 　 　 　 ム、学習室、院内学級、保育士の配置の有無であった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 共同発表者：藤田優一、石原あや、藤井真理子、藤原千惠子

98.成人との混合病棟に 共 2010年8月 日本小児看護学会 成人と小児の混合病棟で実践されている小児看護の現状と問題点、

おける小児看護に関 　 　 第20回学術集会 および今後の課題を文献検討により明らかにすることを目的として

する文献検討 　 　 （神戸市） 調査を行った。対象文献は27件であり、混合病棟の入院環境に関す

　 　 　 　 る文献は6件、成人患者との関係に関する文献は6件、混合病棟の看

　 　 　 　 護師の特性に関する文献は15件であった。小児病棟から混合病棟に

　 　 　 　 移行した施設の看護師を対象とした縦断的研究、混合病棟への介入

　 　 　 　 研究はされておらず、今後の課題が明らかとなった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 共同発表者：藤田優一、藤井真理子、石原あや

99.成人との混合病棟で 共 2009年10月 第40回日本看護学 小児と成人の混合病棟の15施設に勤務する看護師130名を対象に、職

小児看護を実践する 　 　 会学術集会：看護 務ストレス認知について調査した。小児患者主体の病棟の看護師

看護師の職務ストレ 　 　 管理（大阪市） (72名)と成人患者主体の病棟の看護師(58名)とで比較検討した。

スー小児患者割合別 　 　 　 「難しい対象への関わり」と「看護者間の人間関係」の職務ストレ

での比較ー 　 　 　 ス認知が小児主体群で有意に高く、「子どもに適した設備・備品」

　 　 　 　 の職務ストレス認知が成人主体群で有意に高かった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 共同発表者：藤田優一、藤原千惠子

100.夜勤形態による小児 共 2008年10月 第39回日本看護学 小児看護に携わる看護師238名を対象に小児看護師の職務ストレッ

看護を実践する看護 　 　 会学術集会：看護 サー尺度による調査を行い、病棟形態ごとに夜勤形態別(2交代と3交

師の職務ストレス認 　 　 管理（熊本市） 代)の比較を行った。小児病棟では2交代群で2項目の職務ストレス認

知の違い-病棟形態ご 　 　 　 知が有意に低く、3交代群で1項目が有意に低かった。混合病棟では

との比較- 　 　 　 2交代群で3項目の職務ストレス認知が有意に低かった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 共同発表者：藤田優一、藤原千惠子

101.小児看護を実践する 共 2008年8月 第34回日本看護研 小児看護を実践する看護師240名を対象として、属性、個人特性、職

看護師の属性および 　 　 究学会学術集会 務ストレスが離職願望に与える影響を明らかにすることを目的とし

個人特性と離職願望 　 　 （神戸市） て調査を行った。小児病棟では、離職願望に対して家族同室割合は

との関連－病棟形態 　 　 　 負の関連があり、夜勤回数、職務ストレス認知の「看護者間の人間

による分析と比較－ 　 　 　 関係」、コーピング特性の「回避と抑制」は正の関連がみられた。

　 　 　 　 混合病棟では、離職願望に対して小児看護経験年数、ホープ特性は

　 　 　 　 負の関連があり、職務ストレス認知の「業務量」は正の関連がみら

　 　 　 　 れた。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 共同発表者：藤田優一、藤原千惠子

102.小児看護を実践する 共 2008年7月 日本小児看護学会 小児看護を実践する看護師の職務ストレス認知に与える影響につい

看護師の属性および 　 　 第18回学術集会 て明らかにするため、240名(小児病棟110名、混合病棟130名)を対象

個人特性と職務スト 　 　 （名古屋市） に調査を行った。小児病棟では「医師との関係」の職務ストレス認

レスとの関連－病棟 　 　 　 知にホープ特性が影響を与えており、「看護師間の人間関係」など

形態による分析と比 　 　 　 の複数の職務ストレス認知に夜勤回数が影響を与えていた。混合病

較－ 　 　 　 棟では「子どもとの関わり」「業務量」などの職務ストレス認知に

　 　 　 　 コーピング特性が影響を与えていた。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、はじめに、方法、結果、考察

　 　 　 　 共同発表者：藤田優一、藤原千惠子

103.地震災害長期におけ 共 2002年8月 日本災害看護学会 阪神淡路大震災後に災害復興住宅での住民181名にGHQ30とストレス

る被災者の精神健康 　 　 第5回年次大会（岩 状況などについてアンケート調査を行った。被災後６年経過した後

度と援助 　 　 手県） も個人の慢性的なストレッサーは大きく、特に男性に精神的問題を

　 　 　 　 抱える者が多数おり、精神面での援助の必要性が明らかになった。

　 　 　 　

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能　

　 　 　 　 大野かおり,能川ケイ,中野智津子,池田清子,山本靖子,細見明代, 松
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　 　 　 　 田悟, 中西こずえ, 藤田優一、

104.住宅復興における高 共 2001年6月 日本災害看護学会 阪神淡路大震災後に仮設住宅に暮らしていた高齢住民31名を対象に

齢住民の生活と健康 　 　 第3回年次大会（神 半構成面接を行った。

　5回目の追跡調査よ 　 　 戸市） ソーシャル・サポートについては増加傾向にあり、GHQ30については

り 　 　 　 高得点者群が38.7％と高率にみられた。女性に疾病がある人、健康

　 　 　 　 観が良くない人への精神的ケアのアプローチが必要である。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能　

　 　 　 　 池田清子, 山本靖子, 中野智津子, 能川ケイ, 大野かおり, 細見明

　 　 　 　 代, 松田悟, 松田こずえ, 藤田優一、

105.災害復興住宅で暮ら 共 2001年6月 日本災害看護学会 阪神淡路大震災後に災害復興住宅で暮らす住民57名を対象に構成的

す住民の健康と生活 　 　 第3回年次大会（神 面接調査を行った。

を支える援助　ソー 　 　 戸市） 63.2％が自覚する症状や治療中の疾患を有していた。ソーシャル・

シャル・サポートの 　 　 　 サポートについては平均して、1〜2のサポートを活用していた。復興

活用状況と生活の実 　 　 　 住宅に入居して、辛かったことがあったのは47.4％があったと答え

態 　 　 　 ているが、ソーシャル・サポートの活用認識が多い者ほど、辛かっ

　 　 　 　 たことがあると答えた者の割合が多い傾向にあった。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集と分析、考察

　 　 　 　 担当ページ：共同研究につき本人担当部分の抽出は不可能　

　 　 　 　 大野かおり, 能川ケイ, 中野智津子, 山本靖子, 池田清子, 細見明

　 　 　 　 代, 太田深雪, 松田悟, 中西こずえ,藤田優一

３．総説
　

４．芸術（建築模型等含む）・スポーツ分野の業績
　

５．報告発表・翻訳・編集・座談会・討論・発表等
　

６．研究費の取得状況
1.科学研究補助金「基 共 2023年4月〜 テーマ：外国籍住 共同研究者：脇本景子（研究代表者）、藤田優一、加藤丈太郎、藤

盤研究C」 　 　 民の多い大規模団 井達矢

　 　 　 地におけるユニ 　

　 　 　 バーサル健康支援 　

　 　 　 プログラムの開発 　

　 　 　 と検証 　

2.科学研究補助金「基 共 2022年4月〜 テーマ：「感染対 新型コロナウイルス感染症の拡大によって、小児病棟では親の付き

盤研究C」 　 2025年3月 策と子どもの権利 添いの制限、面会禁止など子どもの権利が養護されていない状況が

　 　 　 擁護、親の負担軽 ある。また、親が付き添う際には、睡眠がとれない、食事がとれな

　 　 　 減の両立を目指し いなど親の負担は大きい。本研究では3段階の研究を通して、看護師

　 　 　 た入院ガイドライ 長よりコンセンサスの得られた「子どもの権利擁護や親の負担軽減

　 　 　 ンの開発」　助成 と両立できる感染予防策」および、親が賛同する「子どもの権利擁

　 　 　 金：2,800千円 護や親の負担軽減と両立できる感染予防策」を明らかにする。これ

　 　 　 　 らの研究結果をもとに『感染対策と子どもの権利擁護、親の負担軽

　 　 　 　 減の両立を目指した入院ガイドライン』を開発する。

　 　 　 　 共同研究者：藤田優一（研究代表者）、北尾美香、福井美苗、小笠

　 　 　 　 原史士、植木慎悟

3.2021年度ニッセイ財 共 2021年8月〜 テーマ：UR団地で 武庫川団地を研究フィールドとして、当該団地の外国人家庭の子ど

団児童・少年の健全 　 2023年7月 の多文化共生の多 もたちを中心に、そのQOL（Quality of Life）及び社会的包摂の度

育成実践的研究助成 　 　 面的プログラム提 合いが、現状より高まる状況を目指すことを目標とする。健康、芸

(２年助成研究） 　 　 供と指導者育成： 術、食育、街づくりの視点から、外国人家庭の子どもに対する学習

　 　 　 助成金3,510千円 指導ボランティア「ふでばこ」を通して、多元的な介入を行う。

　 　 　 （2021年度1990千 共同研究者：藤田優一（研究代表者）, 大坪明, 堀江正伸, 藤井達

　 　 　 円、2022年度1500 矢, 脇本景子、加藤丈太郎、小笠原史士、工藤大祐、福井 美苗

　 　 　 千円） 　

4.科学研究費補助金 共 2016年4月〜 テーマ：「小児科 小児科外来の看護師が暗黙的に実践している「診療や看護をスムー

「基盤研究C」 　 2020年3月 外来における看護 ズにさせるための知識・技術」を、知識変換の過程であるSECIモデ

　 　 　 実践の暗黙知の解 ルを用いて形式知へ変換し、学習用の動画とパンフレットを作成し

　 　 　 明とSECIモデルを て外来看護師へ講習を行い、その効果を検証する。現在は、アン

　 　 　 活用した学習方法 ケート調査によって、小児科外来の現状の調査を行なっている。

　 　 　 の検証」助成金： 共同研究者：藤田優一（研究代表者）、藤原千惠子、植木慎悟、北
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

６．研究費の取得状況
　 　 　 4,550千円 尾美香

5.科学研究費補助金 共 2014年4月〜 テーマ：「口唇口 口唇口蓋裂をもつ子どもの親を対象に、育児レジリエンスと困難感

「基盤研究C」 　 2019年3月 蓋裂児の親のレジ に関する質問紙調査を現在実施している。今後は、育児の困難な親

　 　 　 リエンスの解明と に対するトリプルＰ講習会を開催し、その有効性を検証する予定で

　 　 　 育児困難への前向 ある。

　 　 　 き育児プログラム 本人担当部分：データ収集、分析

　 　 　 による介入」助成 共同研究者：藤原千惠子（研究代表者）、藤田優一、宮野遊子、新

　 　 　 金：4,680千円 家一輝

6.科学研究費補助金 共 2012年4月〜 テーマ：「父親・ 生後4か月児を持つ父親と母親2,032組を対象に平成25年1月〜4月の期

「基盤研究C」 　 2015年3月 母親に対する産後 間に自己記入式質問紙調査を行った。867組(42.7%)を分析し、14.9

　 　 　 うつ病予防統合プ ％の父親、10.6％の母親がうつ状態であり、5人に1人の乳児がうつ

　 　 　 ログラムの開発」 状態の親に養育されていたことがわかった。母親のうつの関連要因

　 　 　 助成金：5,330千円 としては、育児の相談者がいないこと、子どもの病気、パートナー

　 　 　 　 がうつ状態、望まない妊娠などであった。また、父親のうつの関連

　 　 　 　 要因として、経済的な不安、不妊治療 、パートナーがうつ状態、仕

　 　 　 　 事のストレスなどであった。また、うつ状態の親は子どもに否定的

　 　 　 　 な感情を持つ傾向がみられた。現在はこれらの結果にもとづいたプ

　 　 　 　 ログラムを構築中である。

　 　 　 　 本人担当部分：データ収集、分析

　 　 　 　 共同研究者：西村明子（研究代表者）、藤田優一、石原あや、大橋

　 　 　 　 一友、勝田真由美、末原紀美代

7.科学研究費補助金 単 2012年4月〜 テーマ：「入院し 転倒・転落リスクアセスメントツールの使用と、DVD・パンフレット

「学術研究助成」 　 2015年3月 ている小児の転 によるオリエンテーション、リスクに応じた対策から構成される転

（若手研究B） 　 　 倒・転落防止プロ 倒・転落防止プログラム第2版を平成24〜25年に10病棟の入院児1,

　 　 　 グラム改訂版の作 338名に実施した。サークルベッド用アセスメントツール第2版は、

　 　 　 成とその効果の検 転倒・転落の発生を有意に高めた危険因子は15項目であった。予測

　 　 　 証」助成金：4, 精度であるAUCは0.81、感度は0.78、特異度は0.73であった。第2版

　 　 　 160千円 　　　　 の結果をもとに作成した第3版のAUCは0.83〜0.84であった。プログラ

　 　 　 　　　　　　 ムの実施以前とプログラムの実施中の6か月間の転倒・転落率（単位

　 　 　 　 は1,000患者日）を比較した結果2.06から1.53へと有意に減少した。

8.平成22年度兵庫医療 単 2010年10月 テーマ：「入院し デルファイ法による調査により、小児の転倒・転落の危険因子を明

大学学内研究費助成 　 〜2011年3月 ている小児の転 らかにした。その結果をもとにイラストの作成を依頼し、親しみや

　 　 　 倒・転落事故防止 すいアニメーション形式の転倒・転落防止に関するオリエンテー

　 　 　 家族用オリエン ションDVDとパンフレットを作成した。入院した小児の家族がDVDを

　 　 　 テーションビデオ 視聴した後にアンケートに回答してもらい、転倒・転落防止に関す

　 　 　 の作成」　助成金 る注意事項12項目全てにおいて視聴前よりも視聴後で有意に理解度

　 　 　 ：200千円 が高くなっていた。

9.科学研究費補助金 単 2010年4月〜 テーマ：「入院す 小児用の転倒・転落リスクアセスメントツールを作成するために、

「学術研究助成」 　 2012年3月 る小児の転倒転落 デルファイ法の調査を実施した。転倒の危険因子34項目と転落の危

（若手研究B） 　 　 リスクアセスメン 険因子34項目を明らかにし、小児用転倒・転落リスクアセスメント

　 　 　 トツールの作成と ツール（C-FRAT）を作成した。小児が入院する病院252施設の横断調

　 　 　 その効果に関する 査により、転倒・転落率の低下に効果があると考えられる防止対策

　 　 　 研究」助成金： を明らかにした。これらの調査結果より、小児用の転倒・転落防止

　 　 　 1,040千円　 プログラムを作成し、小児が入院する6病棟で6ヶ月間実施した。入

　 　 　 　 院患者の10.5％を対象に実施した。転倒・転落率に変化はなかった

　 　 　 　 が、転倒・転落と関連のあるアセスメントツールの危険因子と、そ

　 　 　 　 のアセスメントツールの妥当性について明らかにすることができ

　 　 　 　 た。

学会及び社会における活動等

年月日 事項

1.2023年7月 日本小児看護学会　編集委員

2.2023年3月 第33回日本小児看護学会学術集会査読担当

3.2022年12月〜 第34回日本小児看護学会学術集会企画委員

4.2021年7月〜 日本小児看護学会　評議員

5.2021年7月〜 日本小児看護学会　国際交流委員

6.2019年10月〜現在 日本看護科学学会　査読委員

7.2018年9月〜現在 日本小児看護学会　専任査読者

8.2017年9月 第48回日本看護学会慢性期看護学術集会口演発表座長
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学会及び社会における活動等

年月日 事項

６．研究費の取得状況
9.2017年5月 第48回日本看護学会慢性期看護学術集会抄録選考委員

10.2017年3月 日本看護研究学会　第31回近畿・北陸地方会学術集会実行委員

11.2011年3月 日本看護研究学会　第25回近畿・北陸地方会学術集会示説発表座長

12.2010年12月 第8回日本小児がん看護学会実行委員

13.2010年6月 第20回日本小児看護学会実行委員
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